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過
去
の
判
決

昭
和42
年
度

出
世
本
懐

判
決

一
宗
祖
は
大
無
量
寿
経
を
真
実
教
と
指
定
さ
れ
、
そ
の
大
無
量
寿
経
に
基
い
て
浄
土
真
宗
の
法
義
を
組
織

大
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
故
に
浄
土
真
宗
の
法
義
の
根
底
に
、
大
無
量
寿
経
こ
そ
真
実
教
で
あ
り
、
釈
尊

だ
け
で
な
く
三
世
諸
仏
の
出
世
の
正
本
意
の
開
顕
さ
れ
て
い
る
経
典
で
あ
る
と
い
う
信
念
が
あ
る
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
本
典
の
教
巻
を
初
め
と
し
て
、
宗
祖
の
聖
教
の
到
る
と
こ
ろ
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
ま
た
宗
祖
の
教
判
で
あ
る
二
双
四
重
の
教
判
や
、
真
化
儀
の
教
判
も
帰
す
る
所
は
、
浄
土
真

宗
の
み
が
真
実
に
弥
陀
の
本
願
の
開
顕
さ
れ
た
法
義
で
あ
り
、
三
世
諸
仏
の
出
世
の
正
本
意
で
あ
り
、
真

の
一
乗
法
で
あ
り
、
凡
夫
が
速
疾
に
成
仏
で
き
る
法
義
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
宗
祖
の
出
世
本
懐
論
の
歴
史
的
背
景
に
は
、
天
台
宗
の
出
世
本
懐
論
が
当
然
考
え
ら
れ
る
が
、
し

か
し
単
に
法
華
経
に
対
し
て
大
無
量
寿
経
を
出
世
本
懐
の
経
典
と
し
て
主
張
さ
れ
た
の
で
は
な
く
て
、
聖

道
教
全
体
に
対
し
て
、
八
万
四
千
の
法
門
全
体
を
方
便
と
し
て
、
本
願
一
乗
円
融
無
碍
真
実
功
徳
大
宝
海

に
入
ら
し
め
る
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
故
に
出
世
本
懐
の
文
証
は
大
無
量
寿
経
の
発
起
序
の
「
如
来
以
無

蓋
大
悲
矜
哀
三
界
所
以
出
興
於
世
、
光
闡
道
教
欲
拯
群
萠
恵
以
真
実
之
利
」
の
文
に
依
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
の
文
は
宗
祖
所
覧
の
唐
訳
に
も
ま
た
梵
本
に
も
無
い
の
で
あ
る
か
ら
、
理
証
を

よ
り
基
本
的
に
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
縁
起
説
を
正
覚
内
容
と
さ
れ
る
釈

尊
の
仏
教
、
仏
陀
を
自
覚
々
他
覚
行
窮
満
と
す
る
仏
教
、
般
若
よ
り
方
便
へ
の
展
開
を
必
然
的
な
も
の
と

す
る
大
乗
仏
教
、
弥
陀
の
願
力
に
よ
り
五
乗
斉
入
を
立
場
と
す
る
浄
土
門
、
そ
れ
の
最
も
具
体
的
に
説
か

れ
て
い
る
の
が
極
悪
最
下
の
凡
夫
を
速
疾
に
成
仏
せ
し
め
る
法
と
し
て
の
誓
願
一
仏
乗
で
あ
っ
て
、
出
世

本
懐
の
法
は
こ
れ
を
外
に
し
て
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
宗
祖
が
本
典
の
一
乗
海
釈
に
華
厳
経
と
涅
槃
経

を
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
一
代
の
始
終
の
経
典
を
引
い
て
、
一
代
仏
教
の
結
論
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
と

見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

二
存
覚
上
人
の
出
世
本
懐
説
は
当
時
盛
ん
で
あ
っ
た
日
蓮
宗
の
出
世
本
懐
説
に
対
応
さ
れ
た
も
の
で
、
専

ら
法
華
経
に
対
し
て
の
立
論
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
根
底
に
弥
陀
の
本
願
こ
そ
真
実
の
一
乗
法
で
、

極
重
の
悪
人
が
速
疾
に
無
上
の
涅
槃
を
得
る
唯
一
の
法
で
あ
る
こ
と
を
、
強
く
主
張
さ
れ
る
宗
祖
の
立
場

を
継
承
し
て
い
ら
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
故
に
教
の
権
実
に
約
し
た
時
は
法
華
経
出
世
本
懐
の
経

と
一
応
は
与
え
て
い
て
も
、
機
の
利
鈍
に
約
し
た
時
は
、
出
世
本
懐
は
大
経
に
奪
っ
て
、
弥
陀
の
本
願
こ

そ
障
重
根
鈍
の
常
没
の
衆
生
を
済
度
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

存
覚
上
人
の
出
世
本
懐
で
注
意
す
べ
き
点
は
、
法
華
と
念
仏
が
一
法
の
異
名
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る

点
で
、
こ
の
意
は
宗
祖
の
聖
教
に
は
見
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
方
便
品
に
法
華
経
の
使
命
は
、
衆

生
に
仏
知
見
を
開
ら
か
し
め
て
清
浄(

涅
槃)

を
得
し
め
る
た
め
で
あ
り
、
そ
の
仏
知
見
と
は
第
一
希
有
難

解
の
法
で
あ
り
、
諸
法
実
相
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
の
と
、
大
経
に
名
号
を
聞
信
す
る
こ
と
を
明
信
仏
智

と
い
い
、
そ
れ
が
極
難
信
の
法
と
い
わ
れ
、
ま
た
論
註
の
八
番
問
答
に
は
名
号
を
実
相
法
と
表
現
し
て
い

る
点
か
ら
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

三
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宗
祖
が
聖
道
門
の
法
を
権
仮
と
さ
れ
た
意
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
の
が
良
い
か
。
聖
道
門
は
成
仏
法

か
、
ま
た
は
不
成
仏
法
な
の
か
。
先
哲
の
用
い
ら
れ
た
語
を
借
る
な
ら
ば
、
約
機
廃
立
な
の
か
、
或
い
は

約
法
廃
立
の
意
が
あ
る
の
か
。
自
力
法
と
他
力
法
は
相
対
的
な
も
の
か
、
質
的
に
異
な
る
も
の
か
。
聖
教

量
と
し
て
は
約
機
廃
立
の
文
が
多
い
が
、
こ
れ
は
主
体
を
忘
れ
た
理
論
、
実
践
を
離
れ
た
論
理
の
追
求
で

な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
約
法
廃
立
を
認
め
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

は
聖
道
自
力
法
は
従
因
至
果
の
法
門
で
あ
り
、
弥
陀
他
力
法
は
従
果
降
因
の
法
蔵
菩
薩
の
願
心
に
よ
っ
て

修
顕
さ
れ
た
法
門
と
判
定
さ
れ
た
祖
意
を
窺
う
と
、
自
力
法
と
他
力
法
の
相
違
が
相
対
的
な
も
の
で
な
く

て
、
質
的
な
相
違
と
理
解
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
も
主
体
を
忘
れ
た
理
論
で

は
な
く
、
飽
く
ま
で
自
己
の
成
仏
法
と
い
う
立
場
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
い
え
ば
、
約
機
廃
立
を
無
視
し

た
約
法
廃
立
で
な
い
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

四
従
来
の
出
世
本
懐
論
は
す
べ
て
の
経
典
は
釈
尊
一
代
の
説
法
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
論
じ
て
き

た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
現
代
で
は
歴
史
的
研
究
を
認
め
る
か
ぎ
り
、
現
存
の
す
べ
て
の
経
典
を
釈
尊
一

代
の
説
法
と
す
る
こ
と
は
再
考
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。
従
っ
て
出
世
本
懐
論
も
現
代
で
は
大
無
量
寿
経

の
法
義
が
、
す
な
わ
ち
浄
土
真
宗
に
説
く
他
力
廻
向
の
法
義
が
、
縁
起
説
を
正
覚
内
容
と
さ
れ
る
釈
尊
の

仏
教
の
最
も
正
し
い
必
然
的
な
展
開
で
あ
る
こ
と
を
、
教
理
史
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
一
部
の
偏
見
者
が
『
無
量
義
経
』
の｢

四
十
余
年
未
顕
真
実｣

の
語
と
五
時
の
教
判
と
を
固

執
し
て
、
法
華
経
の
出
世
本
懐
を
主
張
す
る
の
に
対
し
て
は
、
釈
尊
が
正
覚
の
内
容
の
真
意
を
四
十
余
年

も
語
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
根
本
仏
教
の
研
究
か
ら
は
問
題
に
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、
ま
た

釈
尊
を
真
の
宗
教
家
と
し
て
見
る
場
合
は
、
自
己
の
信
念
を
四
十
余
年
も
語
ら
な
い
宗
教
家
は
考
え
る
こ

と
も
出
来
な
い
。
全
く
取
る
に
足
ら
ぬ
妄
説
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
。

以
上平

成
９
年
度

安
居

出
世
本
懐

綜

理
：
武
邑
尚
邦

勧
学

本
講
師
：
秀
野
大
衍

勧
学

講
題
：『
顕
浄
土
眞
實
教
文
類
』

典

議
：
山
田
行
雄

司
教

会
読
論
題
提
要

三
、
出
世
本
懐

〔
題
意
〕

釈
尊
の
出
世
の
本
懐
は
弥
陀
の
本
願
を
説
く
こ
と
に
あ
る
こ
と
を
論
定
し
、
そ
の
意
義
を
明
ら
か
に
す

る
。

〔
出
拠
〕

『
教
文
類
』

『
大
経
』
序
分

『
正
信
偈
』

『
尊
號
眞
像
銘
文
』
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〔
釈
名
〕

〔
義
相
〕

①
釈
尊
の
出
世
本
懐
の
論
定

②
出
世
本
懐
の
意
義
に
つ
い
て

③
出
世
本
懐
と
教
判

④
出
世
本
懐
と
経
典
成
立

「
出
世
本
懐
」
判
決

〔
題
意
〕

釈
尊
の
出
世
の
本
懐
は
弥
陀
如
来
の
本
願
を
説
く
こ
と
に
あ
る
こ
と
を
論
定
し
て
、
そ
の
意
義
を
明
ら

か
に
す
る
。

〔
出
拠
〕

『
大
経
』

如
来
以
無
蓋
大
悲
矜
哀
三
界
。
所
以
出
興
於
世
、
光
闡
道
教
、
欲
拯
群
萌
恵
以
真
実
之
利
。

(

真
聖
全
一
の
四)

「
教
巻
」

夫
顕
真
実
教
者
、
則
『
大
無
量
寿
経
』
是
也
。
斯
経
大
意
者
、
弥
陀
超
発
於
誓
、
広
開
法
蔵
、
致
哀
凡

小
選
施
功
徳
之
宝
。
釈
迦
出
興
於
世
、
光
闡
道
教
、
欲
拯
群
萌
恵
以
真
実
之
利
。
是
以
、
説
如
来
本
願
為

す
経
宗
致
、
即
以
仏
名
号
為
経
体
也
。
何
以
得
知
出
世
大
事
。

『
大
無
量
寿
経
』
言
。(

中
略)

十
方
称
讃
之
誠
言
、
時
機
純
熟
之
真
教
也
。
応
知
。
(

真
聖
全
二
の
二
～
四)

「
正
信
偈
」

如
来
所
以
興
出
世

唯
説
弥
陀
本
願
海

(

真
聖
全
二
の
四
三
～
四
四)

こ
の
他
、
聖
教
に
は
出
世
本
懐
に
関
す
る
文
は
多
く
あ
る
。

例
え
ば
、『
浄
土
文
類
聚
鈔
』・『
愚
禿
鈔
』・『
浄
土
和
讃
』・『
高
僧
和
讃
』・『
尊
号
真
像
銘
文
』・『
一
念

多
念
文
意
』・『
口
伝
鈔
』・『
六
要
鈔
』・『
決
智
鈔
』・『
法
華
問
答
』
等
で
あ
る
。

〔
釈
名
〕

出
世
と
は
、
出
現
世
間
の
意
で
、
仏
が
迷
い
の
世
界
に
衆
生
摂
化
の
た
め
に
現
れ
る
こ
と
。

本
懐
と
は
、
本
と
は
末
に
対
す
る
語
で
あ
り
、
根
本
、
本
末
と
い
う
こ
と
。
懐
と
は
い
だ
く
、
こ
こ
ろ

ざ
し
、
意
志
の
意
で
あ
る
。

合
釈
す
れ
ば
、
仏
が
迷
い
の
世
界
に
出
現
さ
れ
て
、
衆
生
を
救
済
の
た
め
に
説
法
さ
れ
る
根
本
意
志
で

あ
る
。

〔
義
相
〕

(

一)宗
祖
に
お
け
る
出
世
本
懐
論
を
窺
う
に
、『
教
行
信
証
』
の
「
教
巻
」
の
全
体
が
、
ま
さ
に
釈
尊
の
出

世
本
懐
論
の
展
開
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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「
教
巻
」
に
お
い
て
宗
祖
は
、
先
ず
『
大
無
量
寿
経
』
こ
そ
が
真
実
の
教
で
あ
る
と
決
定
さ
れ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
『
大
経
』
こ
そ
が
釈
尊
の
出
世
本
懐
の
教
で
あ
る
こ
と
を
論
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
論

証
に
、
二
義
を
出
す
。(

一)

に
は
、
仏
自
身
の
言
説
に
よ
っ
て
論
定
す
る
。(

二)

に
は
『
大
経
』
説
時
の

釈
尊
の
威
儀
を
も
っ
て
証
明
す
る
の
で
あ
る
。

先
ず
、
仏
自
身
の
言
説
す
る
論
定
と
は
「
教
巻
」
に
「
釈
迦
出
興
於
世
、
光
闡
道
教
、
欲
拯
群
萌
恵
以
真

実
之
利
」(

真
聖
全
二
の
二)

と
あ
る
。
こ
の
文
は
、『
大
経
』
の
出
世
本
懐
の
文
、「
如
来
以
無
蓋
大
悲
矜

哀
三
界
。
所
以
出
興
於
世
、
光
闡
道
教
、
欲
拯
群
萌
恵
以
真
実
之
利
。」(

真
聖
全
一
の
四)

に
依
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
、『
大
経
』
こ
そ
が
釈
尊
出
世
の
本
懐
で
あ
る
こ
と
を
、
経
典
そ
れ
自
身
で
語
ら
し
め
る

た
め
で
あ
る
。
い
ま
こ
こ
に
「
如
来
」
と
あ
る
の
は
、『
大
経
』
と
説
か
れ
た
時
の
釈
尊
は
融
本
の
弥
陀

で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。「
光
闡
道
教
」
の
道
教
と
は
、
聖
道
の
法
で
あ
る
。
釈
尊
の
本
意
は

「
光
闡
道
教
」
に
あ
る
の
で
は
な
く
、「
欲
」(

お
ぼ
す)

の
文
字
の
下
に
あ
る
「
欲
拯
群
萌
恵
以
真
実
之

利
」
に
あ
る
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

次
に
、『
大
経
』
を
も
っ
て
出
世
本
懐
と
す
る
理
由
に
、『
大
経
』
説
時
の
釈
尊
の
威
儀
を
も
っ
て
す

る
。
こ
の
立
場
は
五
徳
瑞
現
の
文
に
依
る
。
五
徳
瑞
現
の
一
々
に
「
今
日
」
と
あ
る
の
は
、
釈
尊
が
『
大

経
』
を
説
か
れ
た
「
そ
の
時
」
を
指
す
。
五
徳
瑞
現
は
、『
如
来
会
』
に
依
れ
ば
「
世
尊
、
今
者
入
大
寂

定
行
如
来
行
」(

真
聖
全
一
の
一
八
六)

と
あ
る
。
即
ち
、
釈
尊
が
弥
陀
三
昧
に
お
い
て
弥
陀
の
徳
と
融
合

し
て(

入
大
寂
定)

阿
弥
陀
仏
の
教
え
を
説
き
た
も
う(

行
如
来
行)
こ
と
に
収
ま
り
、『
大
経
』
を
も
っ
て

出
世
本
懐
と
す
る
意
を
窺
う
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
弥
陀
法
を
説
く
の
は
、
独
り
釈
尊
の
み
の
出
世
本
懐
で
は
な
く
、
十
方
諸
仏
の
出
世
も
、

ま
た
こ
の
一
点
に
あ
り
と
す
る
の
が
、「
正
信
偈
」
の
「
如
来
所
以
興
出
世

唯
説
弥
陀
本
願
海
」
で
あ

る
。

(

二)次
に
出
世
本
懐
を
教
判
の
立
場
か
ら
論
考
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
問
題
を
最
も
端
的
に
示
す
の
が
、

『
六
要
鈔
』
に
「
論
其
出
世
本
懐
之
義
、
略
有
二
意
。
一
約
教
権
実
、
三
乗
是
権
、
一
乗
是
実
。
故
以
一

乗
説
為
本
懐
。(

中
略)

二
約
機
利
鈍
」(

真
聖
全
二
の
二
二
二)

と
あ
る
文
で
あ
る
。
即
ち
、
教
の
権
実
、

機
の
利
鈍
と
い
う
義
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
教
の
権
実
の
判
釈
は
、
聖
道
門
の
中
で
の
三
乗
と
一
乗
と
の

対
比
で
あ
っ
て
、
浄
土
教
は
含
ま
な
い
。
機
の
利
鈍
と
い
う
場
合
は
、
聖
道
門
の
一
乗
教
と
浄
土
教
の
本

願
一
乗
法
と
の
対
比
に
お
い
て
、
聖
道
一
乗
の
教
は
利
根
の
者
の
教
え
で
あ
る
が
、
弥
陀
の
本
願
一
乗
法

は
、
衆
生
の
利
鈍
は
問
題
と
せ
ず
、
十
方
衆
生
が
そ
の
救
済
の
対
象
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
宗
祖
の
教
判
で
示
せ
ば
、
二
双
四
重
判
よ
り
一
乗
海
釈
・
門
余
の
釈
と
展
開
す
る
。「
化
身
土

巻
」
に
は
、「
言
門
余
者
、
門
者
即
八
万
四
千
仮
門
也
、
余
者
則
本
願
一
乗
海
也
」(

真
聖
全
二
の
一
五

四)

と
、
釈
尊
出
世
の
本
懐
が
弥
陀
法
を
如
実
に
説
く
『
大
経
』
を
も
っ
て
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
出
世
本
懐
論
の
基
本
は
、
経
典
は
全
て
釈
尊
の
説
法
の
文
字
化
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て

論
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
経
典
成
立
史
等
の
学
問
の
進
化
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て

き
た
経
典
成
立
の
諸
問
題
を
も
、
論
義
の
射
程
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
新
た
な
る
問
題
が
今
後
に
あ
る

こ
と
に
注
意
し
た
い
。

以
上
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２
０
０
７

平
成
１
９
年
度

安
居

綜

理
：
北
畠

典
生

勧
学

本
講
師
：
梯

実
圓

勧
学

講
題
：『
顕
浄
土
方
便
化
身
土
文
類
』

副
講
者
：
太
田

利
生

司
教

講
題
：『
仏
説
無
量
寿
経
』

副
講
者
：
武
田

宏
道

司
教

講
題
：『
倶
舎
論
破
我
品
』

典

議
：
林

智
康

司
教

安
居
会
読
論
題
提
要

二
、
出
世
本
懐

〔
題
意
〕

弥
陀
の
本
願
を
説
く
と
い
う
こ
と
が
釈
尊
出
世
の
本
懐
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

〔
出
拠
〕

『
大
経
』
序
分
、｢

教
文
類｣

、｢

正
信
偈｣

、『
尊
号
真
像
銘
文
』

〔
釈
名
〕

｢

出
世｣｢

本
懐｣

〔
義
相
〕

①

『
大
経
』
発
起
序
の
文
意

②

『
六
要
鈔
』
の
出
世
本
懐
論

③

出
世
本
懐
の
所
顕

「
出
世
本
懐
」
判
決

【
題
意
】

「
教
文
類
」
等
に
『
大
経
』
の
出
世
本
懐
を
論
じ
ら
れ
た
祖
意
を
明
ら
か
に
す
る
論
題
で
あ
る
。

【
出
拠
】

『
大
経
』
の
発
起
序
（『
真
聖
全
』
一
－
四
頁
）
の

如
来
、
無
蓋
の
大
悲
を
も
つ
て
三
界
を
矜
哀
し
た
ま
ふ
。
世
に
出
興
す
る
ゆ
ゑ
は
、
道
教
を
光
闡
し
て

群
萌
を
拯
ひ
、
恵
む
に
真
実
の
利
を
も
つ
て
せ
ん
と
欲
し
て
な
り
。

と
い
う
経
文
を
親
鸞
聖
人
が
「
教
文
類
」『
真
聖
全
』
二
－
二
頁
）
に
出
世
の
大
事
（
本
懐
）
を
顕
わ
さ

れ
た
言
葉
で
あ
る
と
い
わ
れ
た
の
が
出
世
本
懐
論
の
根
本
出
拠
で
あ
る
。
そ
の
他
多
く
の
文
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
が
略
す
る
。

【
釈
名
】

出
世
本
懐
の
「
出
」
と
い
う
の
は
「
出
現
」
で
あ
り
、「
世
」
は
世
間
の
こ
と
で
、
今
は
迷
い
の
境
界
で

あ
る
三
界
を
さ
す
。
如
来
が
、
大
悲
を
発
し
て
三
界
に
出
現
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。

本
懐
の
「
本
」
と
は
「
根
本
」
の
義
、「
懐
」
は
「
心
に
思
う
こ
と
」「
意
趣
」
の
意
味
で
、
根
本
意

趣
、
本
意
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
釈
尊
の
み
な
ら
ず
三
世
の
諸
仏
が
、
迷
い
の
境
界
に
出
現
さ
れ
る

本
懐
・
本
意
を
い
う
。『
大
経
』
を
説
い
て
、
誓
願
一
仏
乗
を
顕
示
す
る
為
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
「
出

世
本
懐
」
と
い
う
。
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【
義
相
】

一
、『
大
経
』
を
出
世
本
懐
経
と
見
る
文
証

①
「
恵
以
真
実
之
利
」
の
意
味

先
ず
、『
大
経
』
を
出
世
本
懐
経
と
す
る
文
証
は
、「
教
文
類
」
等
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
発
起

序
」
の
文
で
あ
る
。『
大
経
』
を
説
こ
う
と
さ
れ
た
釈
尊
は
五
徳
の
瑞
相
を
示
現
し
、
そ
の
所
以
を
尋
ね

た
阿
難
尊
者
に
、「
如
来
、
無
蓋
の
大
悲
を
も
つ
て
三
界
を
矜
哀
し
た
ま
ふ
。
世
に
出
興
す
る
ゆ
ゑ
は
、

道
教
を
光
闡
し
て
群
萌
を
拯
ひ
、
恵
む
に
真
実
の
利
を
も
つ
て
せ
ん
と
欲
し
て
な
り
。」
と
答
え
ら
れ
た

お
言
葉
に
よ
っ
て
『
大
経
』
が
出
世
本
懐
の
経
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
『
尊
号
真
像

銘
文
』
に
は
、
そ
の
如
来
を
釈
し
て
「
如
来
と
申
す
は
諸
仏
と
申
す
な
り
」
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
釈

尊
の
み
な
ら
ず
一
切
諸
仏
の
出
世
の
本
意
を
開
顕
す
る
経
典
と
見
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
経
を
説
い
て
衆
生
に
与
え
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
真
実
之
利
」
で
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
は
「
仏
の
世
に
出
で
た
ま
ふ
ゆ
ゑ
は
、
弥
陀
の
御
ち
か
ひ

を
説
き
て
よ
ろ
づ
の
衆
生
を
た
す
け
す
く
は
ん
と
お
ぼ
し
め
す
と
し
る
べ
し
」
と
い
い
、
弥
陀
の
本
願
を

指
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、『
大
経
』
所
説
の
法
義
の
肝
要
を
付
属
す
る
付
属
流
通
分
の

教
説
と
対
望
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

仏
、
弥
勒
に
語
り
た
ま
は
く
、「
そ
れ
か
の
仏
の
名
号
を
聞
く
こ
と
を
得
て
、
歓
喜
踊
躍
し
て
乃
至
一

念
せ
ん
こ
と
あ
ら
ん
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
こ
の
人
は
大
利
を
得
と
す
。
す
な
わ
ち
こ
れ
無
上
の
功
徳
を

具
足
す
る
な
り
。

と
い
わ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
衆
生
は
第
十
七
願
成
就
の
諸
仏
讃
嘆
の
名
号
、
す
な
わ
ち
『
大
経
』
の
説

法
を
聞
い
て
、
第
十
八
願
成
就
の
名
号
を
信
受
奉
行
し
、
往
生
即
成
仏
の
大
利
を
得
る
と
言
わ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
序
分
に
、「
真
実
之
利
」
を
恵
む
と
い
わ
れ
て
も
の
と
首
尾
照
応
し
て
い
る
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
大
利
に
つ
い
て
、
胎
化
段
で
は
、
仏
智
不
思
議
を
疑
っ
て
、
諸
行
、
も
し
く
は
自
力
念
仏
を
行
ず

る
疑
心
の
善
人
は
、
胎
生
し
て
「
大
利
を
失
う
」
と
誡
め
、
仏
智
不
思
議
の
本
願
を
信
じ
て
化
生
の
利
益

を
獲
よ
と
勧
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
「
真
実
之
利
」
と
は
、
仏
智
不
思
議
の
本
願
を
信

受
し
て
獲
る
大
利
無
上
の
功
徳
を
指
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
『
大
経
』
は
、
一
切
の
衆
生
を
平

等
に
利
益
す
る
た
め
に
第
十
七
願
に
乗
じ
て
本
願
の
名
号
を
説
か
れ
た
経
で
あ
っ
て
、
釈
迦
、
諸
仏
は
、

こ
の
経
を
説
く
こ
と
を
出
世
の
本
懐
と
さ
れ
て
い
る
と
親
鸞
聖
人
は
い
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

②
光
闡
道
教
の
意
味

と
こ
ろ
で
『
大
経
』
の
出
世
本
懐
の
文
の
中
に
、「
光
闡
道
教
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、『
尊
号
真

像
銘
文
』
末(

広
銘
文
、『
真
聖
全
』
二
–
六
〇
一
頁)

に
も
、『
一
念
多
念
文
意
』
に
も
、
い
ず
れ
も
「
光

闡
道
教
」
を
省
略
し
て
「
如
来
所
為
、
興
出
於
世
、
欲
拯
群
萠
、
恵
以
真
実
之
利
」
と
い
う
文
章
に
し
て

出
世
本
懐
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
見
れ
ば
、「
光
闡
道
教
」
と
い
う
言
葉
は
、
出
世
本
懐
の
中

に
は
入
ら
な
い
言
葉
で
あ
る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、『
六
要
鈔
』
一(

『
真
聖

全
』
二
–
二
二
一
頁)

に
は
、

「
光
闡
」
等
と
は
、
教
法
人
を
利
す
る
を
名
て
道
教
と
為
す
、
理
を
証
し
て
物
を
益
す
る
を
以
て
真

実
と
為
す
。
光
は
廣
也
、
闡
は
暢
也
、
恵
は
施
也
。
諸
師
意
今
宗
義
に
依
に
「
道
教
」
と
言
は
、

光
く
一
代
を
指
す
、
益
五
乗
に
亘
る
。「
真
実
之
利
」
と
は
、
此
の
名
号
を
指
す
。
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と
釈
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
光
闡
道
教
と
は
成
仏
道
を
説
く
こ
と
を
い
い
、
そ
の
教
え
を
実
践
し
て
自
利
利

他
す
る
こ
と
を
真
実
之
利
と
い
う
と
見
る
諸
師
の
釈
を
挙
げ
、
後
に
真
宗
の
宗
義
に
よ
る
釈
と
し
て
、
光

闡
道
教
は
聖
道
一
代
の
教
法
を
指
し
、「
真
実
之
利
」
と
は
、
本
願
名
号
の
法
門
、
す
な
わ
ち
『
大
経
』

の
法
門
を
指
す
と
い
わ
れ
て
い
る
。
道
教
を
聖
道
教
と
す
る
理
由
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い

が
、
親
鸞
聖
人
が
、
光
闡
道
教
を
省
略
し
て
出
世
本
懐
を
論
じ
て
お
ら
れ
る
意
を
承
け
て
釈
顕
さ
れ
た
も

の
に
ち
が
い
な
い
。

先
哲
は
、
さ
ら
に
そ
の
祖
意
を
探
っ
て
「
欲
」
の
字
の
あ
り
場
所
か
ら
見
込
ま
れ
て
い
る
。
も
し
「
光

闡
道
教
」
も
出
世
本
懐
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
諸
仏
の
能
欲
を
顕
わ
す
「
欲
」
の
文
字
が
所
欲

を
顕
わ
す
「
光
闡
道
教
」
の
前
に
置
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
る
に
経
文
は
「
欲
拯
群
萠
恵

以
真
実
之
利
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
諸
仏
の
所
欲
は
光
闡
道
教
に
は
な
く
て
、「
拯
群
萠

恵
以
真
実
之
利
」
に
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

な
お
先
哲
は
『
大
経
』
に
は
、「
道
教
」
の
用
例
が
こ
の
他
に
三
カ
所(

『
真
聖
全
』
一
–
三
頁
、
二
八

頁
、
三
四
頁)

あ
り
、
経
末
に
は
法
滅
の
時
に
滅
す
る
「
経
道
」
と
い
う
言
葉
も
あ
る
が
、
何
れ
も
「
三

乗
法
」
を
あ
ら
わ
す
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
た
だ
し
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土

で
の
説
法
を
道
教
と
い
わ
れ
た
場
合
は
、
三
乗
で
あ
っ
て
も
三
一
融
即
し
て
い
る
か
ら
三
乗
の
ま
ま
が
一

乗
で
あ
る
よ
う
な
教
法
で
、
穢
土
の
隔
歴
不
融
の
三
乗
と
は
違
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
『
大
経
』
で
は
道
教
を
三
乗
教
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

二
、『
大
経
』
が
出
世
本
懐
経
と
見
る
理
証

第
一
に
、
釈
尊
を
初
め
、
十
方
の
諸
仏
が
『
大
経
』
を
説
か
れ
る
の
は
、
第
十
七
願
に
応
ず
る
か
ら
で

あ
る
。
諸
仏
は
自
力
成
仏
の
法
門
を
さ
し
お
い
て
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
他
力
の
法
門
に
帰
し
、
本
願
を
讃

嘆
す
る
こ
と
を
本
意
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
、『
大
経
』
上
巻
の
最
後
に
説
か
れ
た
華
光
出
仏
の
経
意
か
ら
い
え
ば
、
十
方
諸
仏
は
、
浄
土

の
蓮
華
の
ひ
か
り
が
十
方
の
世
界
に
い
た
っ
て
、
無
数
の
仏
陀
と
な
っ
て
、
十
方
の
衆
生
に
仏
道
を
説
く

と
い
わ
れ
て
い
る
。
浄
土
か
ら
来
現
さ
れ
た
諸
仏
の
出
世
の
本
意
が
『
大
経
』
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。

第
三
に
は
、
親
鸞
聖
人
は
、「
諸
経
和
讃
」
に
、
釈
尊
を
久
遠
実
成
の
阿
弥
陀
仏
の
応
化
身
と
判
定
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
釈
尊
の
み
な
ら
ず
、
三
世
に
わ
た
る
一
切
の
諸
仏
に
通
ず
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
諸

仏
は
本
仏
弥
陀
の
本
願
を
説
く
こ
と
を
本
懐
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
説
は
『
口
伝
鈔
』
の
開

出
三
身
章
に
お
い
て
極
成
さ
れ
て
い
く
。

三
、『
六
要
鈔
』
の
「
教
の
権
実
」
と
「
機
の
利
鈍
」

日
蓮
宗
徒
と
対
論
し
て
論
破
さ
れ
た
存
覚
上
人
は
、『
六
要
鈔
』
一
に
、「
教
の
権
実
」
と
「
機
の
利

鈍
」
に
約
し
て
出
世
本
懐
を
論
じ
ら
れ
て
い
る
。「
教
の
権
実
」
の
教
と
は
教
法
の
こ
と
で
あ
り
、
権
実

と
は
権
仮
方
便
教
と
真
実
教
の
こ
と
を
い
う
。
三
乗
は
権
、
一
乗
は
実
と
い
う
天
台
宗
系
の
教
判
論
に
よ

れ
ば
、
一
乗
仏
教
を
説
く
と
い
う
『
法
華
経
』
を
出
世
本
懐
と
見
な
し
て
真
実
教
と
し
、
三
乗
法
を
説
く

爾
前
の
諸
教
を
権
仮
方
便
と
判
定
し
、
非
本
懐
と
見
て
い
る
の
を
挙
げ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
こ

れ
法
華
の
意
な
り
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
聖
道
門
内
の
教
判
で
あ
っ
て
、
聖
道
門
外
に
独

立
し
て
い
る
『
大
経
』
の
法
門
と
は
か
か
わ
り
の
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
何
故
な
ら
ば
『
大
経
』
の
法
門

は
機
の
利
鈍
に
依
っ
て
説
か
れ
て
い
る
教
で
あ
っ
て
、
教
の
権
実
に
よ
っ
て
判
ず
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
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ら
で
あ
る
。

「
機
の
利
鈍
」
の
、
利
根
と
は
、
仏
法
に
鋭
敏
に
反
応
し
、
深
い
理
解
能
力
を
持
つ
も
の
を
い
い
、

鈍
根
と
は
仏
教
に
つ
い
て
鈍
感
で
浅
薄
な
理
解
能
力
し
か
持
た
ず
、
自
力
修
行
に
適
し
て
い
な
い
も
の
を

い
う
。
と
こ
ろ
で
一
切
衆
生
の
中
に
は
、
利
根
の
も
の
は
極
め
て
少
な
く
、
鈍
根
無
智
の
も
の
は
圧
倒
的

に
多
く
、
従
っ
て
権
教
で
あ
れ
、
実
教
で
あ
れ
、
自
力
聖
道
の
法
門
で
救
わ
れ
る
機
は
き
わ
め
て
少
な
か

っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
阿
弥
陀
仏
は
、
平
等
の
大
悲
に
催
さ
れ
て
、
一
切
の
衆
生
を
平
等
に
救
っ
て
涅
槃
の
浄

土
へ
往
生
さ
せ
成
仏
さ
せ
よ
う
と
誓
願
し
、
鈍
根
無
智
の
凡
夫
の
救
い
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
、
本
願
力
廻

向
の
本
願
の
名
号
を
成
就
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
自
力
聖
道
門
に
比
べ
て
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願

他
力
に
救
わ
れ
る
も
の
は
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
す
べ
て
の
如
來
の
さ
と
り
の
本
質
は
自
他
一
如
の
真
如
に
契
っ
た
悲
智
円
満
の
心
で
あ
る

か
ら
、
そ
の
本
意
は
、
善
悪
、
賢
愚
の
隔
て
な
く
、
一
切
の
衆
生
を
平
等
に
救
っ
て
、
涅
槃
の
領
域
に
い

た
ら
し
め
よ
う
と
い
う
一
点
に
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
阿
弥
陀
仏
の
本
願
こ
そ
一
切
諸
仏
の
本
意
に
契
っ
た

法
門
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
諸
仏
が
第
十
七
願
に
乗
じ
て
本
願
の
名
号
を
同
心
に
咨
嗟
さ
れ
る

所
以
で
あ
る
。
そ
れ
が
一
切
の
諸
仏
の
本
意
に
契
っ
た
、
出
世
本
懐
の
法
門
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
言
う

の
が
存
覚
上
人
の
説
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
存
覚
上
人
は
巧
み
に
「
教
の
権
実
」
と
い
う
与
門
と
、「
機
の
利
鈍
」
と
い
う
奪
門
と
い
う
、

与
奪
法
門
を
建
て
て
、『
大
経
』
の
出
世
本
懐
論
を
確
立
し
て
行
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

【
結
論
】

そ
も
そ
も
出
世
本
懐
の
教
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
仏
の
随
自
意
の
教
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し

て
い
た
。
仏
の
随
自
意
の
教
を
真
実
教
と
言
い
、
随
他
意
の
教
を
方
便
教
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ

に
よ
っ
て
『
大
経
』
が
真
実
教
で
あ
る
こ
と
が
確
定
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
教
文
類
」
は
、「
し
か
れ
ば
す

な
は
ち
、
こ
れ
真
実
の
教
を
顕
す
明
証
な
り
」
と
引
文
を
結
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る

な
お
「
化
身
土
文
類
」
に
は
、『
観
経
』
と
『
小
経
』
に
は
隠
顕
が
あ
る
が
、
そ
の
隠
彰
の
実
義
か
ら

云
え
ば
、『
観
経
』
は
釈
迦
微
笑
の
素
懐
を
彰
わ
し
、『
小
経
』
は
無
問
自
説
と
い
う
説
教
形
式
を
も
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
『
大
経
』
と
同
じ
く
本
願
他
力
の
法
義
を
説
か
れ
た
出
世
本
懐
の
教
で
あ
り
、
真
実
教
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

２
０
２
３

令
和
５
年
度

安
居
提
要

【
題
意
】

如
来
の
出
世
本
懐
は
、
た
だ
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
説
く
た
め
で
あ
る
と
明
示
さ
れ
た
祖
意
を
窺
う
。

【
出
拠
】

「
教
文
類
」

『
大
無
量
寿
経
』
発
起
序

「
正
信
偈
」

『
尊
号
真
像
銘
文
』

他

【
釈
名
】

「
出
世
」「
本
懐
」
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【
義
相
】

一
、
法
然
聖
人
の
出
世
本
懐
論

(

法
然
聖
人
の
三
経
観
を
踏
ま
え
て)

一
、「
教
文
類
」
の
所
顕

『
大
無
量
寿
経
』
発
起
序
の
所
顕(

五
徳
瑞
現
・
出
世
本
懐)

一
、『
六
要
鈔
』
説
示
の
出
世
本
懐
論

資
料
提
供

井
上
敬
信
さ
ん
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会
読
案

会
読
案

〈
出
拠
〉

『
大
経
』
の
発
起
序
（『
聖
典
全
書
』
一
巻19

頁
））（『
註
釈
版
』9

頁
）
の

如
来
、
無
蓋
の
大
悲
を
も
つ
て
三
界
を
矜
哀
し
た
ま
ふ
。
世
に
出
興
す
る
ゆ
ゑ
は
、
道
教
を

光
闡
し
て
群
萌
を
拯
ひ
、
恵
む
に
真
実
の
利
を
も
つ
て
せ
ん
と
欲
し
て
な
り
。

と
い
う
経
文
を

親
鸞
聖
人
が
「
教
文
類
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻11

頁
）（『
註
釈
版
』136

頁
）
に

出
世
の
大
事
（
本
懐
）
を
顕
わ
さ
れ
た
言
葉
で
あ
る
と
い
わ
れ
た
の
が
出
世
本
懐
論
の
根
本
出
拠
で
あ
る
。

〈
釈
名
〉

Ｑ

字
義
如
何
。

Ａ

『
諸
橋
大
漢
和
辞
典
』

出

①
で
る
。
い
づ
。

㋑
内
か
ら
外
へ
行
く
。
外
へ
で
る
。（
入

の
対
）

㋺
す
す
む
。
進

㋩
あ
ら
は
れ
る
。（
出
見
也
）。

㋥
ぬ
き
ん
で
る
。
す
ぐ
れ
る
。
特
。

㋭
わ
き
あ
が
る
。
湧
出

㋬
上
に
向
く
。

㋣
う
ま
れ
る
。
お
ひ
で
る
。
生
。

世

①
よ
。
三
十
年
。
代
。

②
よ
よ
。
よ
よ
に
す
る
。
父
子
相
つ
ぐ
こ
と
。

③
人
の
一
生
涯
。

④
一
王
朝
。
一
王
室
の
統
治
期
間
。

⑤
と
し
。
歳
。

⑥
よ
の
な
か
。
人
間
。

⑦
其
の
世
。
時
代
。
時
勢
。

⑧
世
人
。

⑨
う
ま
れ
る
。

⑩
時
に
。
そ
の
時
そ
の
時
に
。

⑭(

仏)

も
の
ご
と
に
つ
い
て
の
時
間
的
区
分
。

即
ち
過
去
・
現
在
・
未
来
〔
楞
伽
経
四
〕

本

①
も
と
。

㋑
ね
。
ね
も
と
。
根
。

㋺
み
き
。
幹
。

㋩
も
と
ゐ
。
ど
だ
い
。
根
基
。

㋥
お
こ
り
。
は
じ
め
。
始
。

㋭
み
な
も
と
。
原
泉
。

㋬
き
ぢ
。
し
た
ぢ
。
質
。

㋣
吾
が
身
。
身
。

㋠
心
。

㋷
本
性
。

㋦
善
行
。
徳
。

㋸
つ
ね
。
平
生
の
守
る
所
。

㋾
か
な
め
。
切
要
。

②
た
だ
し
い
。
ま
こ
と
。

⑤
旧
来
の
。
元
来
の
。

【
本
懐
】
本
来
の
ね
が
ひ
。
本
望
。
本
願
。

懐

①
お
も
ふ
。
お
も
ひ
。

㋑
お
も
ひ
ふ
け
る
。
念
思
。

㋺
お
も
ひ
や
る
。
お
も
ひ
お
こ
す
。

㋩
お
も
ひ
め
ぐ
ら
す
。
工
夫
す
る
。

㋥
う
れ
へ
る
。
い
た
む
。
あ
は
れ
む
。

㋭
ね
が
ふ
。

㋬
し
た
ふ
。

②
お
も
ひ
。
な
さ
け
。
情
。

③
こ
こ
ろ
。
む
ね
。
意
中
。
胸
臆
。
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Ｑ

仏
教
で
の
釈
名
如
何
。

Ａ
（
望
月
仏
教
大
辞
典
）

「
出
世
」世

に
出
現
す
る
の
意
。
即
ち
諸
仏
が
世
間
に
出
現
し
て
正
覚
を
成
じ
、
衆
生
を
教
化
し
度
脱
せ

し
む
る
を
云
ふ
。

『
中
阿
含
』
第
二
十
九
八
難
経
「
仏
衆
祐
と
号
す
。
世
に
出
で
て
説
法
し
、
止
息
に
趣
向
せ
し

む
。」

『
大
智
度
論
』
第
四
「
人
寿
八
万
歳
に
仏
出
世
し
、
七
六
五
四
三
二
万
歳
の
中
に
仏
出
世
す
。

人
寿
百
歳
は
是
れ
仏
出
世
の
時
な
り
。」

「
出
世
本
懐
」

釈
尊
の
世
に
出
現
さ
れ
た
る
素
意

ち
な
み
に

「
出
世
間
（lokottara

）」

「
世
間
を
超
出
す
る
意
」
で
「
有
漏
の
繋
縛
を
出
離
す
る
解
脱
の
法
」
を
さ
す
。

「
世
間
」梵

語
路
迦loka

の
訳
。
毀
壊
す
べ
き
も
の
。
毀
壊
す
べ
き
対
治
せ
ら
る
べ
き
有
為
有
漏
の
現
象

を
い
ふ
。

梁
訳
『
摂
大
乗
論
釈
』
第
十
五
「
世
間
の
法
は
或
い
は
自
然
に
壊
し
、
或
い
は
対
治
壊
に
由

る
」

『
倶
舎
論
』
第
一
「
此
の
有
漏
法
は
亦
有
諍
と
名
づ
け
、(

中
略)

亦
世
間
と
名
づ
く
。
毀
壊
す

べ
き
が
故
に
、
対
治
を
有
す
る
が
故
な
り
。」
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〈
義
相
〉

一
、『
大
経
』
発
起
序
の
文
意

阿
難
の
請
問

『
無
量
寿
経
』

『
浄
土
三
部
経
』（
現
代
語
訳
版
）
本
願
寺
出
版
社

〔
如
来
現
相
〕

（
爾
時
世
尊
諸
根
悦
予
姿
色
【
三
】

そ
の
と
き
釈
尊
は
喜
び
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
お
姿
も
清
ら
か

清
浄
光
顔
巍
巍
）

で
、
輝
か
し
い
お
顔
が
ひ
と
き
わ
気
高
く
見
受
け
ら
れ
た
。

〔
阿
難
請
問
〕

（
尊
者
阿
難
承
仏
聖
旨
即
従
そ
こ
で
阿
難
は
釈
尊
の
お
心
を
受
け
て
座
か
ら
立
ち
、
衣
の
右
肩
を
脱
い

座
起
偏
袒
右
肩
長
跪
合
掌
而
で
地
に
ひ
ざ
ま
ず
き
、
う
や
う
や
し
く
合
掌
し
て
釈
尊
に
お
尋
ね
し
た
。

白
仏
言
）

今
日
世
尊
諸
根
悦
予
姿
色
清

「
世
尊
、
今
日
は
喜
び
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
お
姿
も
清
ら
か
で
、
そ
し
て

浄
光
顔
巍
巍
如
明
浄
鏡
影
暢
輝
か
し
い
お
顔
が
ひ
と
き
わ
気
高
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
る
で
く
も
り

表
裏
威
容
顕
曜
超
絶
無
量

の
な
い
鏡
に
映
る
姿
が
透
き
と
お
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
神
々
し
い
お
姿
が
こ
の
上
な
く
超
え
す
ぐ
れ
て
輝
い
て
お

い
で
に
な
り
ま
す
。

未
曾
瞻
覩
殊
妙
如
今

わ
た
し
は
今
日
ま
で
こ
の
よ
う
な
尊
い
お
姿
を
見
た
て
ま
つ
っ
た
こ
と
が

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

唯
然
大
聖
我
心
念
言

そ
う
で
す
、
世
尊
、
わ
た
し
が
思
い
ま
す
に
は
、
世
尊
は
、

今
日
世
尊
住
奇
特
法

今
日
、
世
の
中
で
も
っ
と
も
尊
い
も
の
と
し
て
、
特
に
す
ぐ
れ
た
禅
定
に

入
っ
て
お
い
で
に
な
り
ま
す
。

今
日
世
雄
住
仏
所
住

ま
た
、
煩
悩
を
断
ち
悪
魔
を
打
ち
負
か
す
雄
々
し
い
も
の
と
し
て
、
仏
の

さ
と
り
の
世
界
そ
の
も
の
に
入
っ
て
お
い
で
に
な
り
ま
す
。

今
日
世
眼
住
導
師
行

ま
た
、
迷
い
の
世
界
を
照
ら
す
智
慧
の
眼
と
し
て
、
人
々
を
導
く
徳
を
そ

な
え
て
お
い
で
に
な
り
ま
す
。

今
日
世
英
住
最
勝
道

ま
た
、
世
の
中
で
も
っ
と
も
秀
で
た
も
の
と
し
て
、
何
よ
り
も
す
ぐ
れ
た

智
慧
の
境
地
に
入
っ
て
お
い
で
に
な
り
ま
す
。

今
日
天
尊
行
如
来
徳

そ
し
て
ま
た
、
す
べ
て
の
世
界
で
も
っ
と
も
尊
い
も
の
と
し
て
、
如
来
の

徳
を
行
じ
て
お
い
で
に
な
り
ま
す
。

去
来
現
仏
仏
仏
相
念
得
無
今
過
去
・
現
在
・
未
来
の
仏
が
た
は
、
互
い
に
念
じ
あ
わ
れ
る
と
い
う
こ
と

仏
念
諸
仏
耶
何
故
威
神
光
光
で
あ
り
ま
す
が
、
今
、
世
尊
も
ま
た
、
仏
が
た
を
念
じ
て
お
い
で
に
な
る

乃
爾

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
な
ぜ
世
尊
の
お
姿
が
こ
の
よ

う
に
神
々
し
く
輝
い
て
お
い
で
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
」

憬
興
師
『
述
文
贊
』
卷
中

「
今
日
世
尊
住
奇
特
法
、
〈
世
尊
は
、
今
日
、
世
の
中
で
も
っ
と
も
尊
い
も
の
と
し
て
、
と
く
に
す
ぐ

Ｗ
依
神
通
輪
所
現
之
相
。
れ
た
禅
定
に
入
っ
て
お
い
で
に
な
り
ま
す
〉
と
あ
る
の
は
、
仏
の
神
通
力
に

非
唯
異
常
。
亦
无
等
者
よ
っ
て
現
さ
れ
た
姿
で
あ
り
、
た
だ
普
通
と
異
な
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
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故
。
Ｒ

等
し
い
も
の
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

今
日
世
雄
住
佛
所
住
、
Ｗ
〈
煩
悩
を
断
ち
悪
魔
を
打
ち
負
か
す
雄
々
し
い
も
の
と
し
て
、
仏
の
さ
と
り

住
普
等
三
昧
、
能
制
衆
魔
の
世
界
そ
の
も
の
に
入
っ
て
お
い
で
に
な
り
ま
す
〉
と
あ
る
の
は
、
普
等
三

雄
健
天
故
。
Ｒ

昧
に
入
っ
て
、
多
く
の
悪
魔
や
魔
王
を
制
圧
し
て
お
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

今
日
世
眼
住
導
師
行
、
Ｗ
〈
迷
い
の
世
界
を
照
ら
す
智
慧
の
眼
と
し
て
、
人
々
を
導
く
徳
を
そ
な
え
て

五
眼
名
導
師
行
。
引
導
衆
お
い
で
に
な
り
ま
す
〉
と
あ
る
の
は
、
五
眼
を
導
師
の
徳
と
い
い
、
人
々
を

生
无
過
上
故
。
Ｒ

導
く
の
に
、
こ
れ
以
上
の
も
の
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

今
日
世
英
住
最
勝
道
、
Ｗ
〈
世
の
中
で
も
っ
と
も
秀
で
た
も
の
と
し
て
、
何
よ
り
も
す
ぐ
れ
た
智
慧
の

佛
住
四
智
。
獨
秀
无
匹
境
地
に
入
っ
て
お
い
で
に
な
り
ま
す
〉
と
あ
る
の
は
、
仏
は
四
智
を
そ
な
え

故
。
Ｒ

て
、
独
り
秀
で
て
お
ら
れ
、
等
し
い
も
の
が
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

今
日
天
尊
行
如
來
德
、
Ｗ
〈
す
べ
て
の
世
界
で
も
っ
と
も
尊
い
も
の
と
し
て
、
如
来
の
徳
を
行
じ
て
お

卽
第
一
義
天
。
以
佛
性
不
い
で
に
な
り
ま
す
〉
と
あ
る
の
は
、
仏
は
第
一
義
天
で
あ
り
、
仏
性
は
無
量

空
義
故
。
Ｒ

の
徳
を
そ
な
え
常
住
で
あ
る
こ
と
を
さ
と
っ
て
お
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

阿
難
當
知
如
來
正
覺
、
Ｗ
〈
阿
難
よ
、
よ
く
知
る
が
よ
い
。
如
来
の
さ
と
り
は
〉
と
あ
る
の
は
、
と
く

卽
奇
特
之
法
。
Ｒ

に
す
ぐ
れ
た
禅
定
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

慧
見
无
㝵
、
Ｗ
述
最
勝
之
〈
そ
の
智
慧
は
、
実
に
自
在
で
あ
り
〉
と
あ
る
の
は
、
何
よ
り
も
す
ぐ
れ
た

道
。
Ｒ

智
慧
の
境
地
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

无
能
遏
絶
、
Ｗ
卽
如
來
之
〈
何
も
の
に
も
さ
ま
た
げ
ら
れ
な
い
〉
と
あ
る
の
は
、
如
来
の
徳
に
つ
い
て

德
。
Ｒ
」
Ｗ
已
上
Ｒ

述
べ
ら
れ
た
の
で
あ
る
」

『
梵
本
和
訳

無
量
寿
経
・
阿
弥
陀
経
』
藤
田
宏
達
５
７
頁

そ
の
と
き
、
尊
者
ア
ー
ナ
ン
ダ
は
座
か
ら
立
ち
上
が
っ
て
、
一
方
の
肩
に
上
衣
を
か
け
、
右

の
膝
が
し
ら
を
地
に
つ
け
、
世
尊
が
お
ら
れ
る
ほ
う
に
向
か
っ
て
合
掌
を
し
て
、
世
尊
に
対
し

て
こ
う
言
っ
た
。

「
お
ん
み
世
尊
の
も
ろ
も
ろ
の
感
官
は
澄
み
き
り
、
皮
膚
の
色
は
清
浄
で
、
顔
の
色
は
清
ら

か
で
あ
り
、
黄
色
く
輝
い
て
お
り
ま
す
。
あ
た
か
も
、
秋
の
な
つ
め
が
、
淡
黄
色
で
、
清
浄
で
、

清
ら
か
で
あ
り
、
黄
色
く
輝
い
て
い
る
よ
う
に
、
ま
さ
し
く
同
じ
よ
う
に
、
世
尊
の
も
ろ
も
ろ

の
感
官
は
澄
み
き
り
、
顔
の
色
は
清
浄
で
、
皮
膚
の
色
は
清
ら
か
で
あ
り
、
黄
色
く
輝
い
て
お

り
ま
す
。
あ
た
か
も
、
世
尊
よ
ジ
ャ
ン
ブ
ー
河
産
の
金
塊
（
閻
浮
檀
金
）
が
、
熟
練
し
た
鍛
冶

屋
か
鍛
冶
屋
の
息
子
に
よ
っ
て
、
炉
の
巾
に
投
げ
込
ま
れ
て
、
よ
く
精
錬
さ
れ
、
淡
黄
色
の
毛

布
の
上
に
投
げ
置
か
れ
た
と
き
、
き
わ
め
て
清
浄
で
、
清
ら
か
で
あ
り
、
黄
色
く
輝
い
て
い
る

よ
う
に
、
ま
さ
し
く
同
じ
よ
う
に
、
世
尊
の
も
ろ
も
ろ
の
感
官
は
澄
み
き
り
、
顔
の
色
は
清
浄

で
、
皮
膚
の
色
は
清
ら
か
で
あ
り
、
黄
色
く
輝
い
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
世
尊
よ
、
わ
た
く

し
は
、
い
ま
よ
り
は
る
か
以
前
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
如
来
の
も
ろ
も
ろ
の
感
官
が
澄
み
き
り
、

こ
の
よ
う
に
顔
の
色
が
清
浄
で
、
皮
膚
の
色
が
清
ら
か
で
あ
り
、
黄
色
く
輝
い
て
い
る
の
を
見

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
世
尊
よ
、
わ
た
く
し
は
こ
の
よ
う
に
思
い
ま
す
、
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《
お
お
今
日
、
如
来
は
仏
の
境
界
に
住
し
て
お
ら
れ
る
の
だ
。

お
お
今
日
、
如
来
は
勝
者
の
境
界
、

一
切
智
者
た
る
こ
と
の
境
界
、

偉
大
な
象
の
境
界
に
住
し
て
お
ら
れ
、

過
去
・
未
来
・
現
在
の
如
来
・
応
供
・
正
等
覚
者
た
ち
の
こ
と
を
考
え

て
お
ら
れ
る
の
だ
》
と
。」

如
来
問
い
を
審
ら
か
に
す
る

阿
難
の
実
答

於
是
世
尊
告
阿
難
曰

そ
こ
で
釈
尊
は
阿
難
に
対
し
て
仰
せ
に
な
っ
た
。

云
何
阿
難
諸
天
教
汝
来
問
仏
「
阿
難
よ
、
天
人
が
そ
な
た
に
そ
の
よ
う
な
質
問
を
さ
せ
た
の
か
、
そ
れ

耶
自
以
慧
見
問
威
顔
乎

と
も
そ
な
た
自
身
の
す
ぐ
れ
た
考
え
か
ら
尋
ね
た
の
か
」

阿
難
白
仏

阿
難
が
答
え
て
い
う
。

無
有
諸
天
来
教
我
者
自
以
所
「
天
人
が
来
て
わ
た
し
に
そ
う
さ
せ
た
の
で
は
な
く
、
ま
っ
た
く
自
分
の

見
問
斯
義
耳

考
え
か
ら
こ
の
こ
と
を
お
尋
ね
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
」

『
教
行
信
証
』
教
文
類
に
引
用
の
『
如
来
会
』
Ⅱ
-0011

と

（
現
代
語
版
）
本
願
寺
出
版
社

阿
難
白
佛
言
、

阿
難
が
申
し
あ
げ
た
。

世
尊
、
我
見
如
來
光
瑞
希
有
〈
世
尊
、
わ
た
し
は
世
尊
の
た
ぐ
い
ま
れ
な
輝
か
し
い
お
姿
を
拝
見
し

故
發
斯
念
。
非
因
天
等
。

て
、
こ
の
よ
う
に
思
っ
た
の
で
す
。
決
し
て
神
々
に
教
え
ら
れ
て
お
尋
ね

し
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
〉

『
梵
本
和
訳

無
量
寿
経
・
阿
弥
陀
経
』
藤
田
宏
達
５
８
頁

こ
の
よ
う
に
語
ら
れ
た
と
き
、
世
尊
は
尊
者
ア
ー
ナ
ン
ダ
に
対
し
て
こ
う
言
わ
れ
た
。

「
善
い
か
な
、
善
い
か
な
、
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
、
し
か
し
な
が
ら
、
神
々
が
そ
な
た
に
こ
の
こ

と
を
告
げ
た
の
か
。
あ
る
い
は
仏
・
世
尊
た
ち
が
〔
告
げ
た
の
〕
か
。
そ
れ
と
も
、
自
分
自
身

の
審
察
の
智
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
に
知
っ
た
の
か
。」

こ
の
よ
う
に
語
ら
れ
た
と
き
、
尊
者
ア
ー
ナ
ン
ダ
は
世
尊
に
対
し
て
こ
う
言
っ
た
。

「
世
尊
よ
、
神
々
が
こ
の
こ
と
を
わ
た
く
し
に
告
げ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
仏
・
世

尊
た
ち
が
〔
告
げ
た
の
〕
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
世
尊
よ
、
わ
た
く
し
は
、

自
分
自
身
の
審
察
の
智
だ
け
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
に
思
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
、〈
今
日
、
如
来

は
仏
の
境
界
に
住
し
て
お
ら
れ
る
。
お
お
今
日
、
如
来
は
勝
者
の
境
界
、
一
切
智
者
た
る
こ
と

の
境
界
、
偉
大
な
象
の
境
界
に
住
し
て
お
ら
れ
、
過
去
・
未
来
・
現
在
の
一
切
の
仏
・
世
尊
た

ち
の
こ
と
を
考
え
て
お
ら
れ
る
の
だ
〉
と
。」

『
六
要
鈔
』(

六
、
一
〇
一
七
）
義
寂
『
大
経
義
記
巻
上
』
を
引
用

不
足
に
居
し
て
能
く
深
義
を
問
う
。
故
に
審
問
し
た
ま
ふ
也
。
冥(

表
面
に
あ
ら
わ
れ
な
い
さ
ま
）

に
聖
旨
を
承
け
て
自
ら
斯
の
問
を
発
す
。
更
に
諸
天
の
我
を
教
え
て
問
わ
し
む
る
こ
と
無
し
。

義
意
か
く
の
如
し
。
煩
わ
し
く
文
を
怙
せ
ず
。（
つ
け
こ
ま
な
い
）

如
来
が
嘆
じ
許
す
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１

問
う
と
こ
ろ
を
嘆
ず
る

●

①
惠
問
を
嘆
ず
る

○

『
浄
土
三
部
経
』（
現
代
語
訳
版
）
本
願
寺
出
版
社

仏
言

そ
こ
で
釈
尊
は
仰
せ
に
な
っ
た
。

善
哉
阿
難
所
問
甚
快

「
よ
ろ
し
い
、
阿
難
よ
、
そ
な
た
の
問
い
は
た
い
へ
ん
結
構
で

発
深
智
慧
真
妙
弁
才
愍
念
衆
生
問
斯

あ
る
。
そ
な
た
は
深
い
智
慧
と
巧
み
な
弁
舌
の
力
で
、
人
々
を
哀

慧
義

れ
む
心
か
ら
こ
の
す
ぐ
れ
た
質
問
を
し
た
の
で
あ
る
。

『
如
来
会
』

佛
告
阿
難
、

釈
尊
は
阿
難
に
仰
せ
に
な
っ
た
。

善
哉
善
哉
、
汝
今
快
問
。
善
能
觀
察
〈
よ
ろ
し
い
、
そ
な
た
は
今
ま
こ
と
に
よ
い
質
問
を
し
た
。
如
来

微
妙
辯
才
、
能
問
如
來
如
是
之
義
。

の
す
ぐ
れ
た
弁
舌
の
智
慧
を
よ
く
観
察
し
て
、
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
尋
ね
た
の
で
あ
る
。

『
梵
本
和
訳

無
量
寿
経
・
阿
弥
陀
経
』
藤
田
宏
達
５
９
頁

こ
の
よ
う
に
語
ら
れ
た
と
き
、
世
尊
は
尊
者
ア
ー
ナ
ン
ダ
に
対
し
て
こ
う
言
わ
れ
た
。

「
善
い
か
な
、
善
い
か
な
、
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
、
実
に
そ
な
た
の
発
想
は
広
大
で
あ
り
、
審
察

は
賢
善
で
あ
り
、
弁
才
は
巧
み
で
あ
る
。
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
、
そ
な
た
が
如
来
に
こ
の
こ
と
を
尋

ね
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
た
の
は
、
多
く
の
人
々
の
福
利
の
た
め
、
多
く
の
人
々
の
安
楽
の

た
め
、
世
間
に
対
す
る
憐
懲
の
た
め
、
大
衆
の
利
益
の
た
め
、
神
々
と
人
間
た
ち
の
福
利
の
た

め
安
楽
の
た
め
に
、
そ
な
た
が
行
っ
た
こ
と
な
の
で
あ
る
。

②
仏
出
の
値
い
難
き
こ
と
を
挙
げ
る

○
如
来
以
無
蓋
大
悲
矜
哀
三
界

如
来
は
こ
の
上
な
い
慈
悲
の
心
で
迷
い
の
世
界
を
お
哀
れ
み
に
な

所
以
出
興
於
世

る
。
世
に
お
出
ま
し
に
な
る
わ
け
は
、

光
闡
道
教

仏
の
教
え
を
説
き
述
べ
て

欲
拯
群
萌
恵
以
真
実
之
利

人
々
を
救
い
、
ま
こ
と
の
利
益
を
恵
み
た
い
と
お
考
え
に
な
る
か

ら
で
あ
る
。

無
量
億
劫
難
値
難
見
猶
霊
瑞
華
時
時
こ
の
よ
う
な
仏
の
お
出
ま
し
に
会
う
こ
と
は
、
は
か
り
知
れ
な
い

乃
出

長
い
時
を
経
て
も
な
か
な
か
難
し
い
の
で
あ
っ
て
、
ち
ょ
う
ど
優

曇
華
の
咲
く
こ
と
が
き
わ
め
て
ま
れ
で
あ
る
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。

無
蓋

仏
の
慈
悲
が
殊
に
勝
れ
て
い
て
、
上
を
蓋
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
い
う
。
無
尽
と

お
お

同
意
。

三
界

欲
界
色
界
無
色
界
。
凡
夫
が
流
転
す
る
迷
い
の
世
界
。
こ
れ
を
「
世
」
と
し
て
い
る
。

光
闡

広
く
開
く
。
あ
き
ら
か
に
す
る
。（『
六
要
鈔
』
光
は
広
。
闡
は
暢
。）

道
教

言
葉
は
「
仏
の
説
法
」「
正
道
教
」
と
も
取
れ
る
が
、
今
は
「
方
便
教
」「
聖
道
教
」

を
指
す
。

2023/04/19更新
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『
如
来
会
』

汝
爲
一
切
如
來
・
應
・
正
等
す
べ
て
の
仏
が
た
は
大
い
な
る
慈
悲
の
心
か
ら
人
々
を
救
う
た
め
に
世
に

覺
及
安
住
大
悲
利
益
群
生
、
現
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
優
曇
華
が
咲
く
ほ
ど
き
わ
め
て
ま
れ
な
こ
と

如
優
曇
華
希
有
大
士
出
現
世
で
あ
る
。
今
、
わ
た
し
が
仏
と
し
て
こ
の
世
に
現
れ
た
。

間
。

こ
こ
か
ら
『
梵
本
和
訳
』
は
科
段
を
ま
た
が
っ
た
文
章
な
の
で
ま
と
め
て
出
し
ま
す

『
梵
本
和
訳

無
量
寿
経
・
阿
弥
陀
経
』
藤
田
宏
達
５
９
頁

ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
、
そ
の
よ
う
な
次
第
で
、
無
量
・
無
数
の
如
来
・
応
供
・
正
等
覚
者
た
ち
に
対

し
て
、〔
如
来
が
〕
智
見
を
分
か
ち
与
え
て
も
、
如
来
の
智
は
損
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
そ
れ

は
な
ぜ
で
あ
る
か
。
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
、
実
に
如
来
は
さ
ま
た
げ
ら
れ
な
い
智
見
を
も
っ
て
い
る

こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
、
如
来
は
、
も
し
望
む
な
ら
ば
、
一
施
食
を
も
っ
て
、

一
劫
の
間
、
住
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
百
劫
の
問
、
あ
る
い
は
千
劫
の
間
、

あ
る
い
は
十
万
劫
の
間
、
あ
る
い
は
十
万
・
百
万
・
千
万
劫
の
間
に
い
た
る
ま
で
も
、
あ
る
い

は
そ
れ
以
上
に
も
〔
住
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
〕。
し
か
も
、
如
来
の
も
ろ
も
ろ
の
感

官
は
毀
損
す
る
こ
と
が
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
顔
の
色
が
変
わ
る
こ
と
も
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
ま

た
皮
膚
の
色
が
損
わ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
そ
れ
は
な
ぜ
で
あ
る
か
。
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
、
こ
の
と

お
り
如
来
は
三
昧
と
い
う
面
で
極
み
に
達
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
、
正
等
覚

者
た
ち
が
世
間
に
出
現
す
る
こ
と
は
非
常
に
得
が
た
い
。
あ
た
か
も
、
も
ろ
も
ろ
の
ウ
ド
ウ
ン

バ
ラ
の
花
（
優
曇
華
）
の
世
間
に
出
現
す
る
こ
と
が
非
常
に
得
が
た
い
よ
う
に
、
ま
さ
し
く
同

じ
よ
う
に
、〔
世
間
の
人
々
の
〕
利
益
を
欲
し
、
福
利
を
求
め
、
憐
慾
を
も
ち
、
大
悲
を
行
う

如
来
た
ち
の
出
現
す
る
こ
と
は
非
常
に
得
が
た
い
。
し
か
し
、
実
に
、
聖
な
る
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
、

そ
な
た
が
、〈
一
切
切
世
間
の
師
で
あ
る
衆
生
た
ち
（
＝
諸
仏
）
が
世
間
に
出
現
す
る
よ
う

に
〉
と
、
菩
薩
・
大
士
た
ち
の
利
益
の
た
め
に
、
如
来
に
こ
の
こ
と
を
尋
ね
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

と
考
え
た
の
は
、
ま
さ
に
如
来
の
威
力
に
よ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
、
聞
く
が
よ
い
、
よ
く
、
し
っ
か
り
と
思
念
せ
よ
。
わ
た
く
し

は
そ
な
た
に
説
こ
う
。」

「
世
尊
よ
、
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
。」
と
、
尊
者
ア
ー
ナ
ン
ダ
は
世
尊
に
答
え
た
。

③
問
う
と
こ
ろ
の
益
多
き
こ
と
を
嘆
ず

○
今
所
問
者
多
所
饒
益
開
化
一
切
諸
天
だ
か
ら
、
今
の
そ
な
た
の
問
い
は
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
す
も
の

人
民

で
、
す
べ
て
の
天
人
や
人
々
を
み
な
真
実
の
道
に
入
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。

『
如
来
会
』

故
問
斯
義
。
又
爲
哀
愍
利
樂
諸
有
情
そ
こ
で
、
そ
な
た
は
こ
の
こ
と
を
尋
ね
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
あ

故
、
能
問
如
來
如
是
之
義
。

ら
ゆ
る
人
々
を
哀
れ
ん
で
、
恵
み
と
安
ら
ぎ
を
与
え
る
た
め
に
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
尋
ね
た
の
で
あ
る
〉」
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２

請
問
を
対
す

●
阿
難
当
知

阿
難
よ
、
知
る
が
よ
い
。
如
来
の
さ
と
り
は
、
は
か
り
知
れ
な

如
来
正
覚
其
智
難
量
多
所
導
御

い
尊
い
智
慧
を
そ
な
え
、
人
々
を
限
り
な
く
導
く
の
で
あ
る
。
そ

慧
見
無
礙
無
能
遏
絶

の
智
慧
は
実
に
自
在
で
あ
り
、
何
も
の
に
も
さ
ま
た
げ
ら
れ
な

い
。

（
以
一
餐
之
力
能
住
寿
命
億
百
千
劫

わ
ず
か
一
度
の
食
事
に
よ
っ
て
限
り
な
い
寿
命
を
お
た
も
ち
に
な

無
数
無
量
復
過
於
此
諸
根
悦
予
不
以
り
、
し
か
も
喜
び
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
お
姿
も
清
ら
か
で
、
輝
か
し

毀
損
姿
色
不
変
光
顔
無
異
所
以
者
何
い
お
顔
も
気
高
く
、
少
し
も
お
変
り
に
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
如

如
来
定
慧
究
暢
無
極
於
一
切
法
而
得
来
は
禅
定
と
智
慧
を
ど
こ
ま
で
も
き
わ
め
尽
し
、
す
べ
て
を
思
い

自
在
）

の
ま
ま
に
す
る
力
を
得
て
お
い
で
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

（
阿
難
諦
聴
今
為
汝
説
）

阿
難
よ
、
わ
た
し
は
こ
れ
か
ら
そ
な
た
の
た
め
に
詳
し
く
説
く
か

ら
、
よ
く
聴
く
が
よ
い
」

〔
阿
難
楽
聞
〕

阿
難
は
お
答
え
し
た
。

（
対
曰
唯
然
願
楽
欲
聞
）

「
は
い
、
喜
ん
で
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

2023/04/19更新
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二
、
元
祖
義

Ｑ

元
祖
の
見
る
釈
尊
出
世
本
懐
は
？

Ａ

念
仏
往
生
を
説
く
こ
と
。

『
漢
語
灯
録
』
巻
十
、
十
四
「
浄
土
宗
略
要
文
」（『
聖
典
全
書
』
六
巻232

頁
）

二
に
善
導
和
尚
意
、
釋
尊
出
世
の
本
意
唯
念
佛
往
生
を
説
く
之
文

『
法
事
讃
』
云
、「
如
來
於
五
濁
に
出
現
し
て
、
隨
宜
の
方
便
を
も
て
群
萠
を
化
す
。

或
は
多
聞
に
し
て
而
得
度
す
と
説
く
。

或
は
小
解
を
も
っ
て
三
明
を
證
す
と
説
く
。

或
は
福
慧
雙
べ
て
障
を
除
く
と
敎
ふ
。

或
は
禪
念
し
て
坐
し
て
思
量
せ
よ
と
敎
ふ
。

種
種
法
門
皆
解
脱
す
れ
ど
も
、
念
佛
の
西
方
に
往
く
に
過
ぎ
た
る
は
無
し
。
上
み
一
形
を
盡
し
、

十
念
・
三
念
・
五
念
に
至
る
ま
で
、
佛
來
迎
し
た
ま
ふ
。
直
に
彌
陀
弘
誓
の
重
き
が
爲
に
、
凡

夫
を
し
て
念
ず
れ
ば
即
ち
生
ぜ
使
む
こ
と
を
致
す
。」

（
語
句
）

三
明

も
は
や
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
無
い
聖
者
、
仏
陀
が
も
つ
三
種
の
明
智
（
Ⓢvidyā

）。
自
他

の
過
去
世
を
明
か
し
、
見
極
め
る
宿
命
明
（
宿
住
随
念
智
作
証
明
、
Ⓢpūrvenivāsān

usm
ṛtijñānasākṛātkriyā

vidyā

）、
自
他
の
未
来
を
明
か
し
、
見
通
す
天
眼
明
（
天

眼
智
作
証
明
、
Ⓢdivyacakṛurjñānasākṛātkriyā

vidyā

ま
た
は
死
生
智
作
証
明
、

Ⓢcyutyupapādajñānasākṛātkriyā
vidyā

）、
煩
悩
を
取
り
去
る
漏
尽
明
（
漏
尽
智

作
証
明
、
Ⓢāsravakṛayajñānasākṛātkriyā

vidyā

）
の
三
つ
を
い
う
。
縁
起
説
と

並
ん
で
樹
下
成
道
の
内
容
と
も
さ
れ
、
そ
の
関
連
か
ら
見
れ
ば
、
宿
命
明
は
現
在
の
あ

り
方
の
原
因
で
あ
る
過
去
を
見
極
め
る
縁
起
説
の
流
転
分
、
天
眼
明
は
そ
の
原
因
を
取

り
去
る
こ
と
に
よ
る
未
来
を
見
極
め
る
縁
起
説
の
還
滅
分
、
漏
尽
明
は
そ
れ
ら
二
つ
の

見
極
め
と
表
裏
一
体
と
し
て
起
こ
る
現
在
の
煩
悩
の
尽
き
た
状
態
、
成
道
を
表
す
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
明
は
修
行
者
が
も
つ
超
自
然
的
な
能
力
（
神
通
力
、
Ⓢabhijñā
）
と

考
え
ら
れ
て
、
神
足
通
、
他
心
通
、
天
耳
て
ん
に
通
を
加
え
て
六
神
通
と
す
る
。

福
慧

福
（
布
施
持
戒
忍
辱
精
進
禅
定
）
と
慧
（
智
慧
）
＝
六
波
羅
蜜

禪
念

禅
定
と
智
慧

と
、
念
仏
が
他
の
行
に
勝
れ
て
、
凡
夫
が
往
生
浄
土
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
て
い
る
。

『
三
部
経
大
意
』
正
嘉
本

観
経
（『
聖
典
全
書
』
三
巻1104

頁a

）
に
も
『
法
事
讃
』
の
偈
が
引
用
さ

れ
、

釈
尊
出
世
の
本
懐
、
た
だ
こ
の
こ
と
に
あ
り
と
い
ふ
べ
し

と
あ
る
。

Ｑ

そ
の
理
由
は
？

Ａ

「
彌
陀
弘
誓
の
重
き
が
爲
に
」

Ｑ

阿
弥
陀
仏
も
念
仏
以
外
の
行
を
説
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ

念
仏
は
弥
陀
如
来
の
本
地
の
誓
願
。
余
行
は
本
地
の
ち
か
ひ
に
あ
ら
ず
。
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念
仏
は
釈
尊
随
自
の
法
、
出
世
の
本
懐
。
余
行
は
随
機
の
法
。

『
拾
遺
和
語
灯
録
』
巻
中

三
、
津
戸
三
郎
へ
つ
か
は
す
御
返
事
２
（『
聖
典
全
書
』
６
巻645

頁
）

さ
れ
ば
念
佛
往
生
の
願
は
、
こ
れ
弥
陀
如
来
の
本
地
の
誓
願
な
り
。
余
の
種
々
の
行
は
、
本
地

の
ち
か
ひ
に
あ
ら
ず
。
釈
迦
如
来
の
種
々
の
機
縁
に
し
た
が
ひ
て
、
様
々
の
行
を
と
か
せ
給
ひ

た
る
事
に
て
候
へ
ば
、
釈
迦
も
世
に
い
で
給
ふ
心
は
、
弥
陀
の
本
願
を
〔
と
〕
か
ん
と
お
ぼ
し

め
す
御
心
に
て
候
へ
ど
も
、
衆
生
の
機
縁
、
人
に
し
た
が
ひ
て
と
き
給
ふ
日
は
、
余
り
の
種
々

の
行
を
も
と
き
給
ふ
は
、
こ
れ
隨
機
の
法
な
り
、
佛
の
自
ら
の
御
心
の
そ
こ
に
は
候
は
ず
。
さ

れ
ば
念
佛
は
弥
陀
に
も
利
生
の
本
願
、
釈
迦
に
も
出
世
の
本
懐
也
。

【
参
考
】

「
特
留
章
」（
末
法
万
年
の
後
に
余
行
こ
と
ご
と
く
滅
し
、
特
に
念
仏
を
留
め
た
ま
ふ
文
。）

（『
聖
典
全
書
』
一
巻1281

頁
）

経
道
滅
尽

聖
道

十
方

兜
率

諸
行

機
縁
浅
薄

特
留
此
経
止
住
百
歳

浄
土

西
方

西
方

念
仏

機
縁
深
厚

機
縁
浅
薄
の
理
由

①
教
主
釈
尊
の
教
化
力
が
、
時
代
を
経
る
に
つ
れ
て
弱
ま
る

②
人
間
の
修
行
力
が
低
下
す
る

機
縁
深
厚
の
理
由

①
寿
命
無
量
の
救
済
力
は
衰
滅
す
る
と
き
が
な
い

②
極
悪
最
下
の
機
の
た
め
に
成
就
さ
れ
た
救
済
で
あ
る
か
ら
人
間
の
能
力
を
問
わ
な
い

問
ひ
て
い
は
く
、
す
で
に
「
わ
れ
慈
悲
を
も
つ
て
哀
愍
し
て
、
特
に
こ
の
経
を
留
め

て
止
住
す
る
こ
と
百
歳
な
ら
ん
」（
大
経
・
下
）
と
い
ふ
。
も
し
し
か
ら
ば
釈
尊
、
慈
悲

を
も
つ
て
し
か
も
経
教
を
留
め
た
ま
は
ん
に
、
い
づ
れ
の
経
い
づ
れ
の
教
か
、
し
か

も
留
ま
ら
ざ
ら
ん
や
。
し
か
る
を
な
ん
ぞ
余
経
を
留
め
ず
し
て
、
た
だ
こ
の
経
を
留
め

た
ま
ふ
や
。

答
へ
て
い
は
く
、
た
と
ひ
い
づ
れ
の
経
を
留
む
と
い
へ
ど
も
、
別
し
て
一

経
を
指
さ
ば
、
ま
た
こ
の
難
を
避
ら
じ
。
た
だ
特
に
こ
の
経
を
留
む
る
、
そ
の
深
き
意

あ
る
か
。
も
し
善
導
和
尚
の
意
に
よ
ら
ば
、
こ
の
経
の
な
か
に
す
で
に
弥
陀
如
来
の
念

仏
往
生
の
本
願
（
第
十
八
願
）
を
説
け
り
。
釈
迦
、
慈
悲
を
も
つ
て
念
仏
を
留
め
ん
が

た
め
に
、
殊
に
こ
の
経
を
留
め
た
ま
ふ
。
余
経
の
な
か
に
は
い
ま
だ
弥
陀
如
来
の
念
仏

往
生
の
本
願
を
説
か
ず
。
ゆ
ゑ
に
釈
尊
、
慈
悲
を
も
つ
て
こ
れ
を
留
め
た
ま
は
ず
。
お

ほ
よ
そ
四
十
八
願
み
な
本
願
な
り
と
い
へ
ど
も
、
殊
に
念
仏
を
も
つ
て
往
生
の
規
と
な

す
。

（
中
略
）

ゆ
ゑ
に
知
り
ぬ
、
四
十
八
願
の
な
か
に
、
す
で
に
念
仏
往
生
の
願
（
第
十
八
願
）
を
も

つ
て
本
願
中
の
王
と
な
す
と
い
ふ
こ
と
を
。
こ
こ
を
も
つ
て
釈
迦
の
慈
悲
、
特
に
こ
の

経
を
も
つ
て
止
住
す
る
こ
と
百
歳
す
る
な
り
。

2023/04/19更新



21/42

Ｑ

弥
陀
・
釈
迦
二
尊
の
関
係
如
何
。

Ａ

発
遣
と
招
喚
。

『
無
量
寿
経
釈
』（『
聖
典
全
書
』
六
巻279

頁
）

一
に
大
意
と
は
、
釈
迦
無
勝
浄
土
を
捨
て
て
、
こ
の
穢
土
に
出
で
た
ま
ふ
事
は
、
本
と
浄
土
の
教
を
説

き
て
衆
生
を
勧
進
し
て
、
浄
土
に
生
ぜ
し
め
ん
が
為
な
り
。
弥
陀
如
来
、
穢
土
を
捨
て
て
、
彼
の
浄
土
に

出
で
た
ま
ふ
事
は
、
本
と
穢
土
の
衆
生
を
導
き
て
、
浄
土
に
生
ぜ
し
め
ん
が
た
め
な
り
。
こ
れ
則
ち
諸
仏

の
浄
土
に
出
で
、
穢
土
に
出
ま
す
御
本
意
な
り
。
善
導
の
『
釈
』（
玄
義
分
）
に
云
は
く
。「
釈
迦
は
此

の
方
よ
り
発
遣
す
。」（
云
云
）
こ
れ
則
ち
此
の
『
経
』
の
大
意
な
り
。

2023/04/19更新
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三
、
宗
祖
義

『
大
経
』
が
真
実
教
で
あ
る
理
由
①

五
徳
瑞
現

Ｑ

宗
祖
は
善
導
大
師
・
法
然
聖
人
の
出
世
本
懐
義
を
承
け
て
い
る
か
。

Ａ

は
い
。

『
高
僧
和
讃
』
善
導
讃
Ⅱ
-0440

(

七
〇)
經
道
滅
盡
と
き
い
た
り

如
來
出
世
の
本
意
な
る

弘
願
眞
宗
に
あ
ひ
ぬ
れ
ば

凡
夫
念
じ
て
さ
と
る
な
り

Ｑ

釈
尊
出
世
の
本
懐
（
根
本
意
趣
）
は
？

Ａ

弥
陀
の
本
願
を
説
く
た
め
。（
無
量
寿
経
の
説
法
）

「
正
信
偈
」

如
来
所
以
興
出
世

唯
説
弥
陀
本
願
海

Ｑ

弥
陀
の
本
願
を
説
く
こ
と
が
な
ぜ
本
懐
と
い
え
る
か
？

Ａ

『
無
量
寿
経
』
発
起
序
に
於
い
て
、
こ
れ
か
ら
説
く
教
え
が
真
実
教
で
あ
る
と
示
し
た
か
ら
。

Ｑ

な
ぜ
『
無
量
寿
経
』
が
真
実
教
と
言
え
る
の
か
？

Ａ

①
無
量
寿
経
説
時
に
五
徳
瑞
現
が
あ
っ
た
こ
と
。

②
無
量
寿
経
の
法
義
は
真
実
の
利
で
あ
る
か
ら
。

Ｑ

ど
こ
か
ら
見
込
む
の
か
？

Ａ

『
教
行
信
証
』「
教
文
類
」
全
体
が
そ
う
な
っ
て
い
る
。

【2

】

そ
れ
真
実
の
教
を
顕
さ
ば
、
す
な
は
ち
『
大
無
量
寿
経
』
こ
れ
な
り
。
こ
の
経
の
大

意
は
、

弥
陀
、
誓
を
超
発
し
て
、
広
く
法
蔵
を
開
き
て
、
凡
小
を
哀
れ
ん
で
選
ん
で
功
徳
の
宝
を
施
す

る
こ
と
を
致
す
。

釈
迦
、
世
に
出
興
し
て
、
道
教
を
光
闡
し
て
、
群
萌
を
拯
ひ
恵
む
に
真
実
の
利
を
も
つ
て
せ
ん

と
欲
す
な
り
。

こ
こ
を
も
つ
て
如
来
の
本
願
を
説
き
て
経
の
宗
致
と
す
、

す
な
は
ち
仏
の
名
号
を
も
つ
て
経
の
体
と
す
る
な
り
。

な
に
を
も
つ
て
か
出
世
の
大
事
な
り
と
知
る
こ
と
を
得
る
と
な
ら
ば
、

引
文

『
無
量
寿
経
』
発
起
序

五
徳
瑞
現
の
文

出
世
本
懐
の
文

『
如
来
会
』

出
世
本
懐
の
文

『
平
等
覚
経
』

出
世
本
懐
の
文

『
無
量
寿
経
連
義
述
文
讃
』

五
徳
瑞
現
の
文

【7

】

し
か
れ
ば
す
な
は
ち
、
こ
れ
真
実
の
教
を
顕
す
明
証
な
り
。

無
量
寿
経
が
真
実
で
あ
る
明
ら
か
な
証
拠
は
五
徳
瑞
現
の
文
と
い
わ
ゆ
る
出
世
本
懐
の
文
が
根
拠
で
あ
る
。

Ｑ

五
徳
瑞
現
の
内
容
如
何
。

Ａ
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『
大
経
』
梯
實
圓
和
上
『
教
行
信
証
の
宗
教
構
造
』102

頁

『
如
来
会
』(

一
、296)

今
日
世
尊
仏
陀
が
世
間
の
す
べ
て
の
も
の
か
ら
尊
敬
さ
れ
、
入
大
寂
定

(

自
利)

住
奇
特
法
世
尊
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
世
俗
を
超
え
た
希
有
な

る
真
実
を
体
現
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
が
、
今

無
明
煩
悩
を
寂
滅
し
、

日
、
世
尊
は
、
そ
の
希
有
な
る
真
実
そ
の
も
の
に

生
死
の
迷
い
を
超
え
た

な
り
き
っ
て
お
ら
れ
る
の
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ

涅
槃
の
境
地

ゆ
え
、
真
実
そ
の
も
の
の
も
つ
光
輝
が
、
あ
な
た

の
全
身
に
現
れ
、
奇
特
な
る
お
姿
と
な
ら
れ
た
の

あ
ら
ゆ
る
仏
陀
を
覚
者

で
あ
ろ
う

た
ら
し
め
て
い
る
涅
槃

今
日
世
雄
完
全
に
煩
悩
を
克
服
し
、
勝
っ
た
真
の
雄
者
で
あ

の
境
地

住
仏
所
住
る
す
べ
て
の
仏
陀
は
、
個
我
を
は
な
れ
て
普
遍
平

等
の
真
理
を
体
得
し
、
大
涅
槃
の
境
地
に
安
住
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
仏
陀
は
常
に
、
過
去
、

現
在
、
未
来
の
三
世
の
一
切
の
諸
仏
と
全
く
同
じ

悟
り
の
領
域
に
あ
っ
て
互
い
に
念
じ
あ
っ
て
お
ら

れ
る
わ
け
で
、
そ
の
三
昧
を
普
等
三
昧
（
普
遍
平

等
の
真
理
を
念
ず
る
瞑
想
）
と
い
う
。
い
ま
真
の

雄
者
で
あ
る
世
雄
は
、
す
べ
て
の
仏
陀
達
が
安
住

さ
れ
て
い
る
普
等
三
昧
に
住
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ

の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
姿
が
現
れ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う

今
日
世
眼
智
慧
の
眼
を
開
い
て
生
死
を
超
え
、
涅
槃
の
境
地

住
導
師
行
に
い
た
ら
れ
た
仏
陀
は
、
生
死
に
迷
う
世
間
の
人

々
を
み
ち
び
い
て
涅
槃
に
い
た
ら
し
め
る
智
慧
の

眼
で
あ
る
よ
う
な
偉
大
な
導
師
で
あ
る
。
い
ま
釈

尊
は
、
ま
さ
に
そ
の
導
師
と
し
て
の
徳
に
安
住
さ

れ
て
い
る

今
日
世
英
最
高
の
智
慧
を
完
成
さ
れ
た
釈
尊
は
、
世
間
に
あ

住
最
勝
道
っ
て
最
も
秀
で
た
か
た
で
あ
る
が
、
い
ま
は
そ
の

最
も
勝
れ
た
智
慧
の
徳
に
安
住
さ
れ
て
い
る
か

ら
、
い
ま
ま
で
拝
見
し
た
こ
と
も
な
い
す
ば
ら
し

い
お
姿
が
現
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う

今
日
天
尊
一
切
は
空
で
あ
る
と
悟
り
き
わ
め
た
仏
陀
を
第
一
行
如
来
徳

(

利
他)

行
如
来
徳
義
天
と
尊
称
す
る
が
、
そ
の
よ
う
な
第
一
義
天
で

生
死
に
迷
う
者
を
涅
槃

あ
ら
せ
ら
れ
る
尊
者
は
、
自
利
と
利
他
、
智
慧
と

の
境
地
に
い
れ
し
め
る

慈
悲
を
ま
ど
か
に
そ
な
え
た
如
来
と
し
て
の
徳

救
済
活
動

を
、
今
ま
さ
に
実
践
し
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
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Ｑ

「
仏
の
所
住
」
と
は
い
か
な
る
状
況
か
。

Ａ

『
如
来
会
』
で
は
「
大
寂
定
」
と
い
い
、
宗
祖
は
「
大
涅
槃
」「
無
上
涅
槃
」
と
い
う
。
無
住
処
涅

槃
の
こ
と
。

Ｑ

大
寂
定
と
は
？

Ａ

「
大
経
讃
」
五
三
首

大
寂
定
の
左
訓(

漢
字
交
じ
り
に
変
換
）

（
国
宝
本
、
顕
智
本
）

静
か
に
静
か
に
ま
し
ま
す
こ
と
。

殊
に
日
頃
に
勝
れ
ま
し
ま
し
た
ま
ふ
ゆ
へ
は
、
た
だ
阿
弥
陀
の
名
号
を
説
き
た
ま
は
む
と
て
世
に
出
で
ま

し
ま
す
こ
と
。

殊
に
勝
れ
め
で
た
く
ま
し
ま
す
御
か
た
ち
な
り
。

Ｑ

涅
槃
と
は
？

Ａ

ニ
ル
バ
ー
ナ
。
滅
度
と
も
。
煩
悩
が
吹
き
消
さ
れ
た
状
態
。

(

上
座
部)

涅
槃(

灰
身
滅
智
）
身
も
心
も
滅
し
て
完
全
な
無
に
帰
す
る

自
利
。
消
極
的
。
静
的
。

(

大
乗
）
無
住
処
涅
槃

煩
悩
か
ら
解
脱
し
て
安
ら
か
な
境
地
に
安
住
す
る
だ
け
で
は
な
く

社
会
全
体
を
浄
化
し
て
仏
国
土
を
建
立
し

一
切
の
衆
生
を
涅
槃
の
境
地
に
あ
ら
し
め
よ
う
と
す
る

積
極
的
。
如
来
行
の
原
動
力
。

Ｑ

無
住
処
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

Ａ

生
死
に
住
し
な
い

一
切
は
空
で
あ
る
と
さ
と
る
智
慧
の
眼
を
開
い
て

煩
悩
の
束
縛
か
ら
離
れ
て
、
涅
槃
の
境
地
に
達
す
る

涅
槃
に
住
し
な
い

つ
ね
に
大
悲
心
を
お
こ
し
て
、
衆
生
の
苦
悩
を
共
感
し
、

苦
を
抜
い
て
真
実
の
楽
を
与
え
よ
う
と
す
る

世
親
『
摂
大
乗
論
釈
』
第
十
三(

真
諦
訳)

（T
1595_.31.0247b02

）

四
種
涅
槃
「
一
本
來
清
淨
涅
槃
。
二
無
住
處
涅
槃
。
三
有
餘
。
四
無
餘
。」
と
示
し

た
上
で
、

菩
薩
不
見
生
死
涅
槃
異
。

菩
薩
は
生
死
と
涅
槃
と
を
異
と
見
ず
。

由
般
若
不
住
生
死
。

般
若
に
由
て
不
住
生
死
。

由
慈
悲
不
住
涅
槃
。

慈
悲
に
由
て
不
住
涅
槃
。

若
分
別
生
死
。
則
住
生
死
。
若
し
生
死
を
分
別
せ
ば
則
ち
生
死
に
住
す
。
若
し
涅

若
分
別
涅
槃
。
則
住
涅
槃
。
槃
を
分
別
せ
ば
則
ち
涅
槃
に
住
す
。
菩
薩
は
無
分
別

菩
薩
得
無
分
別
智
。
無
所
分
智
を
得
て
、
分
別
す
る
所
無
き
故
に
所
住
無
し
。

別
故
無
所
住

Ｑ

「
如
来
の
徳
を
行
ず
」
と
は
ど
う
い
う
状
況
か
。

Ａ

如
来
の
徳
で
あ
る
無
住
処
涅
槃
を
原
動
力
と
し
、
生
死
に
迷
う
者
を
導
い
て
、
自
身
と
同
じ
涅
槃
の

境
地
に
入
れ
し
め
る
救
済
活
動
。
慈
悲
。
利
他
。

Ｑ

大
涅
槃
は
釈
尊
に
か
ぎ
る
か
？

Ａ

あ
ら
ゆ
る
仏
陀
を
覚
者
た
ら
し
め
て
い
る
涅
槃
の
境
地
、
仏
陀
の
本
性
。
こ
れ
を
「
大
涅
槃
」「
無

上
涅
槃
」
と
い
い
、
そ
の
境
界
を
人
格
的
に
阿
弥
陀
仏
と
説
く
の
が
『
大
経
』
で
あ
る
。

Ｑ

阿
弥
陀
仏
と
諸
仏
（
釈
尊
）
の
関
係
如
何
。
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Ａ

諸
仏
は
阿
弥
陀
仏
の
世
界
か
ら
出
て
、
そ
こ
へ
結
帰
す
る
。

（
文
証
）『
浄
土
和
讃
』
八
八
首
「
諸
経
讃
」

久
遠
実
成
阿
弥
陀
仏

五
濁
の
凡
愚
を
あ
は
れ
み
て

釈
迦
牟
尼
仏
と
し
め
し
て
ぞ

迦
耶
城
に
は
応
現
す
る

（
理
証
）
華
光
出
仏

浄
土
の
蓮
華
の
光
が
仏
と
な
っ
て
こ
の
世
に
出
現
さ
れ
た
の
が
釈
尊

釈
尊
は
本
地
弥
陀
の
本
願
を
あ
ら
わ
す
た
め
に
出
現
さ
れ
た

Ｑ

大
涅
槃
で
あ
る
よ
う
な
五
徳
が
釈
尊
に
現
れ
る
の
は
ど
う
い
う
時
か
。

Ａ

「
古
来
現
仏
仏
仏
相
念
」
の
と
き
光
り
輝
く
。

本
源
の
阿
弥
陀
仏
の
徳
に
融
け
込
ん
で
、
阿
弥
陀
仏
と
一
体
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
時
に
。（
融
本
応
身
）

（
阿
難

煩
悩
を
抱
え
た
声
聞
）

Ｑ

阿
難
は
ど
ん
な
人
か
？

Ａ

①
常
随
の
弟
子
。
多
聞
第
一
。
釈
迦
族
と
と
も
に
出
家
し
た
。
６
人
は
阿
羅
漢
に
。
阿
難
は
煩
悩
を

尽
く
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
調
達
は
何
も
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

②
ゴ
ー
タ
ミ
ー
の
出
家
に
尽
力
。
し
か
し
イ
ケ
メ
ン
で
煩
悩
を
断
っ
て
い
な
い
阿
難
に
釈
尊
は
「
出
家
し

て
き
た
女
性
を
見
た
り
語
っ
た
り
親
し
ん
で
は
な
ら
な
い
」
と
忠
告
し
た
。

③
釈
尊
入
滅
に
あ
た
り
、
嘆
き
悲
し
ん
で
「
入
滅
後
は
誰
に
よ
っ
て
悟
り
の
道
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
か
」
と
尋
ね
た
。
釈
尊
は
諸
行
無
常
を
説
い
て
自
灯
明
法
灯
明
を
説
い
た
。
そ
し
て
「
阿
難
よ
。
ま

す
ま
す
励
ん
で
道
を
修
め
よ
。
そ
う
す
れ
ば
、
や
が
て
汝
は
遠
か
ら
ず
、
煩
悩
か
ら
脱
し
て
、
悟
り
を
得

る
だ
ろ
う
。」
と
示
し
た
。
双
樹
林
下
に
涅
槃
に
入
ら
れ
る
と
、
阿
難
は
悲
泣
し
た
。

Ｑ

阿
難
は
い
つ
阿
羅
漢
に
な
っ
た
か
？

Ａ

仏
滅
後
、
経
典
結
集
の
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
ろ
う
と
す
る
時
、
迦
葉
に
五
つ
の
罪
を
告
げ
ら
れ
て
懺
悔

し
た
。
そ
の
夜
。
大
悟
を
得
た
。

（
已
上

『
望
月
仏
教
大
辞
典
』「
阿
難
」、
内
藤
昭
文
和
上
聞
熏
会
レ
ジ
ュ
メ
参
照
）

Ｑ

煩
悩
を
断
つ
こ
と
が
で
き
な
い
阿
難
を
相
手
に
説
か
れ
た
の
が
『
大
経
』
の
説
法
で
す
ね
。

Ａ

然
り
と
雖
、
阿
難
は
仏
仏
相
念
を
見
抜
く
こ
と
が
で
き
た
。

（
阿
難

凡
人
に
非
ず
。
還
相
の
聖
衆
）

①
五
徳
瑞
現
を
見
事
に
表
現

②
三
世
の
諸
仏
が
仏
仏
相
念
し
た
ま
ふ
こ
と
を
知
る

③
そ
の
上
で
そ
の
い
わ
れ
を
釋
尊
に
問
う

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
阿
難
は

「
浄
土
か
ら
来
現
し
小
乗
の
声
聞
の
姿
を
取
っ
て
い
る
還
相
の
菩
薩
で
あ
る
」
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｑ

還
相
の
菩
薩
で
あ
る
と
い
う
文
証
如
何
。

Ａ

『
大
経
』
序
分

証
信
序
（『
聖
典
全
書
』
一
巻
１
６
頁
）

み
な
普
賢
大
士
の
徳
に
遵
ひ
て
、
諸
の
菩
薩
の
無
量
の
行
願
を
具
し
、
一
切
功
徳
の
法
に
安
住

す

Ｑ

「
み
な
」
と
は
だ
れ
か
？

Ａ

阿
難
だ
け
で
は
な
く
、
会
座
に
連
な
っ
て
い
る
一
万
二
千
人
の
声
聞
の
比
丘
た
ち
。

Ｑ

普
賢
大
士
の
徳
と
は
？

Ａ

従
果
還
因
の
菩
薩
。
第
二
十
二
願
に
よ
る
。
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（
参
考
）

事

文
当
面

論
註

宗
祖

願
（
一
、
二
六
）

（
一
、
五
二
八
）

（
二
、
一
三
九
）

本
国
位
相
一
生
補
処

超
出
常
倫

必
至
補
処
還
相
回
向

本
国
位
相
と
他
方
摂

化
全
体
が
還
相

設
我
得
仏

他
方
仏
土

諸
菩
薩
衆

来
生
我
国

究
竟
必
至

本
国
位
相

本
国
位
相

一
生
補
処

除
其
本
願

自
在
所
化

除
他
方
摂
化

除

除

他
方
摂
化

為
衆
生
故

被
弘
誓
鎧

積
累
徳
本

度
脱
一
切

遊
諸
仏
国

修
菩
薩
行

供
養
十
方

諸
仏
如
来

開
化
恒
沙

無
量
衆
生

無
上
正
真
之
道
に
立

無
上
正
真
之
道
を
立

使
立
無
上
正
真
之
道

せ
し
め
む
を
ば
除
く

せ
し
め
む
を
ば
除
く

超
出
常
倫

諸
地
之
行

常
倫
諸
地
の
行
を
超

常
倫
諸
地
の
行
を
超

常
倫
に
超
出
し
、
諸

現
前
修
習
普
賢
之
徳

出
し
、
現
前
に
普
賢

出
し
、
現
前
に
普
賢

地
の
行
現
前
し
、
普

の
徳
を
修
習
す
る
を

の
徳
を
修
習
せ
む

賢
の
徳
を
修
習
せ
む

除
く

若
不
爾
者
不
取
正
覚

Ｑ

宗
祖
の
「
普
賢
の
徳
」
の
釈
は
あ
る
か
？

Ａ

「
讃
弥
陀
偈
和
讃
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻343

頁
）

(

一
七)

安
樂
无
量
の
大
菩
薩

一
生
補
處
に
い
た
る
な
り

普
賢
の
德
に
歸
し
て
こ
そ

穢
國
に
か
な
ら
ず
化
す
る
な
れ

「
普
賢
の
徳
」
の
左
訓

（
漢
字
ま
じ
り
に
変
換
し
ま
し
た
）

（
文
明
本
）

大
慈
大
悲
を
も
う
す
な
り

（
国
宝
本
）

我
等
衆
生
極
楽
に
参
り
な
ば
大
慈
大
悲
を
お
こ
し
て
十
方
に
い
た
り
て
衆
生
を

利
益
す
る
な
り
。
仏
の
至
極
の
慈
悲
を
普
賢
と
ま
ふ
す
な
り

（
顕
智
本
）

我
等
衆
生
極
楽
に
生
ま
れ
な
ば
大
慈
大
悲
を
お
こ
し
て
十
方
に
い
た
り
て
衆
生

を
利
益
す
る
な
り
。
仏
の
至
極
の
慈
悲
を
普
賢
と
ま
ふ
す
な
り

Ｑ

証
信
序
の
所
顕
如
何
。
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Ａ

阿
弥
陀
仏
の
浄
土
で
の
法
座
が
娑
婆
世
界
に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ

そ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
？

Ａ

華
光
出
仏
。（『
大
経
』
上

『
聖
典
全
書
』
一
巻41

頁
）

浄
土
の
蓮
華

三
十
六
百
千
億
の
光

三
十
六
百
千
億
の
諸
仏

各
各
無
量
の
衆
生
を
仏
の
正
道
に
安
立
せ
し
め
た
ま
ふ

2023/04/19更新
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四
、
宗
祖
義

『
大
経
』
が
真
実
教
で
あ
る
理
由
②

真
実
の
利

Ｑ

「
②
無
量
寿
経
の
法
義
は
真
実
の
利
で
あ
る
か
ら
。」
と
ど
う
し
て
い
え
る
の
か
。

Ａ

無
量
寿
経
が
真
実
で
あ
る
こ
と
を
こ
こ
に
経
典
自
身
が
語
っ
て
い
る
か
ら
真
実
経
で
あ
る
。

Ｑ

真
実
の
利
と
は
何
か
。

Ａ

流
通
分
に
お
い
て
名
号
を
聞
く
と
こ
ろ
に
得
ら
れ
る
「
大
利
無
上
の
功
徳
」

（81

頁
）

「
そ
れ
か
の
仏
の
名
号
を
聞
く
こ
と
を
得
て
、
歓
喜
踊
躍
し
て
乃
至
一
念
せ
ん
こ
と
あ
ら
ん
。

ま
さ
に
知
る
べ
し
、
こ
の
人
は
大
利
を
得
と
す
。

す
な
は
ち
こ
れ
無
上
の
功
徳
を
具
足
す
る
な
り
と
。

Ｑ

無
量
寿
経
は
ど
の
よ
う
に
し
て
真
実
之
利
、
無
上
功
徳
を
恵
む
の
か
。

Ａ

本
願
の
名
号
を
説
き
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
群
萌
を
す
く
う
経
で
あ
る
。

光
闡
道
教

Ｑ

い
ま
い
ち
ど
、
出
世
本
懐
の
文
を
読
め
。

Ａ
如
来
以
無
蓋
大
悲
矜
哀
三
界

如
来
、
無
蓋
の
大
悲
を
も
つ
て
三
界
を
矜
哀
し
た
ま
ふ
。

所
以
出
興
於
世

世
に
出
興
す
る
ゆ
ゑ
は
、

光
闡
道
教

道
教
を
光
闡
し
て

欲
拯
群
萌
恵
以
真
実
之
利

群
萌
を
拯
ひ
、
恵
む
に
真
実
の
利
を
も
つ
て
せ
ん
と
欲
し
て
な
り
。

Ｑ

「
如
来
」
と
は
ど
な
た
か
。

Ａ

諸
仏
。『

一
念
多
念
文
意
』（『
聖
典
全
書
』
二
巻673

頁
）（『
註
釈
版
』689

頁
）

「
如
来
」
と
申
す
は
諸
仏
を
申
す
な
り
。

Ｑ

諸
仏
が
迷
い
の
世
に
出
現
す
る
所
以
は
？

Ａ

「
群
萌
を
拯
ひ
、
恵
む
に
真
実
の
利
を
も
つ
て
せ
ん
」
が
た
め
。

Ｑ

「
道
教
を
光
闡
し
て
」
も
出
世
本
懐
に
含
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ

含
ま
な
い
。

御
開
山
の
釋
に
「
光
闡
道
教
」
の
語
が
出
世
本
懐
か
ら
省
か
れ
て
い
る
。

『
尊
号
真
像
銘
文
』（『
聖
典
全
書
』
二
巻650

頁
）（『
註
釈
版
』671

頁
）

「
如
来
所
以
興
出
世
」
と
い
ふ
は
、
諸
仏
の
世
に
出
で
た
ま
ふ
ゆ
ゑ
は
と
申
す
み
の

り
な
り
。「
唯
説
弥
陀
本
願
海
」
と
申
す
は
、
諸
仏
の
世
に
出
で
た
ま
ふ
本
懐
は
、

ひ
と
へ
に
弥
陀
の
願
海
一
乗
の
み
の
り
を
説
か
ん
と
な
り
。
し
か
れ
ば
『
大
経
』

（
上
）
に
は
、「
如
来
所
以
興
出
於
世

欲
拯
群
萌
恵
以
真
実
之
利
」
と
説
き
た
ま

へ
り
。

「
如
来
所
以
興
出
於
世
」
は
、

「
如
来
」
と
申
す
は
諸
仏
と
申
す
な
り
、

「
所
以
」
と
い
ふ
は
ゆ
ゑ
と
い
ふ
み
こ
と
な
り
、

「
興
出
於
世
」
と
い
ふ
は
世
に
仏
出
で
た
ま
ふ
と
申
す
み
こ
と
な
り
。

「
欲
拯
群
萌
」
は
、

「
欲
」
と
い
ふ
は
お
ぼ
し
め
す
と
な
り
、
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「
拯
」
は
す
く
は
ん
と
な
り
、

「
群
萌
」
は
よ
ろ
づ
の
衆
生
を
す
く
は
ん
と
お
ぼ
し
め
す
と
な
り
。

仏
の
世
に
出
で
た
ま
ふ
ゆ
ゑ
は
、
弥
陀
の
御
ち
か
ひ
を
説
き
て
よ
ろ
づ
の
衆
生
を
た

す
け
す
く
は
ん
と
お
ぼ
し
め
す
と
し
る
べ
し
。

『
一
念
多
念
証
文
』(689)

【18

】

し
か
れ
ば
『
大
経
』（
上
）
に
は
、「
如
来
所
以

興
出
於
世

欲
拯
群

萌

恵
以
真
実
之
利
」
と
の
た
ま
へ
り
。
こ
の
文
の
こ
こ
ろ
は
、

「
如
来
」
と
申
す
は
諸
仏
を
申
す
な
り
。

「
所
以
」
は
ゆ
ゑ
と
い
ふ
こ
と
ば
な
り
。

「
興
出
於
世
」
と
い
ふ
は
、
仏
の
世
に
出
で
た
ま
ふ
と
申
す
な
り
。

「
欲
」
は
お
ぼ
し
め
す
と
申
す
な
り
。

「
拯
」
は
す
く
ふ
と
い
ふ
。

「
群
萌
」
は
よ
ろ
づ
の
衆
生
と
い
ふ
。

「
恵
」
は
め
ぐ
む
と
申
す
。

「
真
実
之
利
」
と
申
す
は
、
弥
陀
の
誓
願
を
申
す
な
り
。

し
か
れ
ば
諸
仏
の
世
々
に
出
で
た
ま
ふ
ゆ
ゑ
は
、
弥
陀
の
願
力
を
説
き
て
、
よ
ろ
づ

の
衆
生
を
恵
み
拯
は
ん
と
欲
し
め
す
を
、
本
懐
と
せ
ん
と
し
た
ま
ふ
が
ゆ
ゑ
に
、
真

実
之
利
と
は
申
す
な
り
。
し
か
れ
ば
こ
れ
を
諸
仏
出
世
の
直
説
と
申
す
な
り
。

Ｑ

光
闡
道
教
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
。

Ａ

光
闡

広
く
開
く
。
あ
き
ら
か
に
す
る
。

道
教

言
葉
は
「
仏
の
説
法
」「
正
道
教
」
と
も
取
れ
る
が
、
今
は
「
方
便
教
」「
聖
道
教
」
を
指

し
、
光
闡
は
釈
迦
一
代
の
説
法
を
指
す
。

『
六
要
鈔
』（『
聖
典
全
書
』
四
巻1021

頁
）

「
光
闡
」
等
者
、
敎
法
人
を
利
す
る
を
名
け
て
道
敎
と
爲
、
理
を
證
し
て
物
を
益
す
る
を
以
て

眞
實
と
爲
。

「
光
」
廣
也
、

「
闡
」
暢
也
、

「
惠
」
施
也

。

諸
師
意

今
依
宗
義
言
「
道
敎
」
者
、
光
指
一
代
、
益
亘
五
乘
。

ヒ
ロ
ク

マ
ス
マ
ス

Ｑ

道
教
が
「
方
便
教
」「
聖
道
教
」
を
指
す
と
い
う
理
由
如
何
。

Ａ

①
流
通
分
に
対
応
す
る
が
故
に

②
『
大
経
』
に
お
け
る
語
例
が
い
ず
れ
も
三
乗
法
を
指
し
て
い
る
か
ら

③
「
光
闡
道
教
」
は
「
欲
」
の
字
の
範
囲
外
だ
か
ら

①
流
通
分
の
「
経
道
」
に
対
応
す
る
が
故
に

「
光
闡
道
教
」

大
利
を
失
す
と
す
（
胎
化79

）

当
来
の
世
に
経
道
滅
尽
せ
ん

『
無
量
寿
経
』
以
外
の
釈
尊
一
代
の
説
法

「
欲
拯
群
萌
惠
以
真
実
之
利
」
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大
利
を
得
と
す

特
に
こ
の
経
を
留
め
て
止
住
す
る
こ
と
百
歳
せ
ん

『
無
量
寿
経
』

②
『
大
経
』
に
お
け
る
語
例
が
い
ず
れ
も
三
乗
法
を
指
し
て
い
る
か
ら

『
大
経
』
に
お
け
る
「
道
教
」
の
語
例

い
ず
れ
も
三
乗
法
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

上

証
信
序

八
相
化
義

「
諸
の
仏
國
に
遊
び
普
く
道
教
を
現
ず
」（6

）

下

衆
生
往
生
果

「
無
量
寿
仏
、
も
ろ
も
ろ
の
声
聞
・
菩
薩
の
大
衆
の
た
め
に
法
を
班
宣
し

た
ま
ふ
と
き
、
す
べ
て
こ
と
ご
と
く
七
宝
の
講
堂
に
集
会
し
て
、
広
く
道

教
を
宣
べ
妙
法
を
演
暢
し
た
ま
ふ
に
、〔
聞
く
も
の
〕
歓
喜
し
、
心
に
解

り
、
道
を
得
ざ
る
こ
と
な
し
。」（49

）

下

釈
迦
指
勧

弥
勒
領
解

「
い
ま
わ
れ
こ
の
世
に
お
い
て
仏
と
な
り
て
、
経
法
を
演
説
し
、
道
教
を

宣
布
し
て
、
も
ろ
も
ろ
の
疑
網
を
断
ち
、
愛
欲
の
本
を
抜
き
、
衆
悪
の
源

を
杜
ぐ
。
三
界
に
遊
歩
す
る
に
拘
碍
す
る
と
こ
ろ
な
し
。
典
攬
の
智
慧
は

衆
道
の
要
な
り
。
綱
維
を
執
持
し
て
昭
然
分
明
な
り
。
五
趣
を
開
示
し
て

い
ま
だ
度
せ
ざ
る
も
の
を
度
し
、
生
死
と
泥
疑
の
道
を
決
正
す
。
弥
勒
、

ま
さ
に
知
る
べ
し
。
な
ん
ぢ
、
無
数
劫
よ
り
こ
の
か
た
菩
薩
の
行
を
修
し

て
衆
生
を
度
せ
ん
と
欲
す
る
に
、
そ
れ
す
で
に
久
遠
な
り
。」（60

）

③
「
光
闡
道
教
」
は
「
欲
」（
本
意
）
の
字
の
範
囲
外
だ
か
ら

所
以
出
興
於
世

光
闡
道
教

欲
拯
群
萌
恵
以
真
実
之
利

Ｑ

で
は
何
の
た
め
に
諸
仏
は
「
光
闡
道
教
」
す
る
の
か
？

Ａ

真
実
へ
導
く
為
。

『
一
念
多
念
証
文
』（『
聖
典
全
書
』
二
巻673

頁
）

お
ほ
よ
そ
八
万
四
千
の
法
門
は
、
み
な
こ
れ
浄
土
の
方
便
の
善
な
り
。
こ
れ
を
要
門
と
い
ふ
。

こ
れ
を
仮
門
と
な
づ
け
た
り
。
こ
の
要
門
・
仮
門
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
『
無
量
寿
仏
観
経
』

一
部
に
説
き
た
ま
へ
る
定
善
・
散
善
こ
れ
な
り
。
定
善
は
十
三
観
な
り
、
散
善
は
三
福
九
品
の

諸
善
な
り
。
こ
れ
み
な
浄
土
方
便
の
要
門
な
り
、
こ
れ
を
仮
門
と
も
い
ふ
。
こ
の
要
門
・
仮
門

よ
り
、
も
ろ
も
ろ
の
衆
生
を
す
す
め
こ
し
ら
へ
て
、
本
願
一
乗
円
融
無
碍
真
実
功
徳
大
宝
海
に

を
し
へ
す
す
め
入
れ
た
ま
ふ
が
ゆ
ゑ
に
、
よ
ろ
づ
の
自
力
の
善
業
を
ば
、
方
便
の
門
と
申
す
な

り
。
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五

存
覚
上
人
『
六
要
鈔
』『
決
智
抄
』

存
覚
上
人
『
六
要
鈔
』（『
聖
典
全
書
』
四
巻1023

頁
）

一
約
敎
權
實権

三
乗

実

一
乗

本
懐

二
約
機
利
鈍（

般
舟
讃
）

（
玄
義
分
）

（
観
念
法
門
）

根
性
利
者
皆
蒙
益

岸
上
の
者

鈍
根
无
智
難
開
悟

諸
佛
大
悲
於
苦

溺
水
の
人

釋
迦
出
現
、
爲
度
五
濁
凡
夫

平
等
悟
入

大
悲
本
懷
、
唯
在
濟
度
障
重
根
鈍
常
沒
衆
生

問
。
今
所
引
用
、
其
要
如
何
。

答
。
述
爲
出
世
大
事
之
旨
、
成
此
『
大
經
』
爲
眞
實
敎
。
是
其
要
也
。

問
。
大
事
因
縁
文
在
『
法
花
』。
今
『
經
』
更
无
本
懷
之
言
、
何
成
其
義
。

答
。
論
其
出
世
本
懷
之
義
、
略
有
二
意
。

一
約
敎
權
實
。
三
乘
是
權
、
一
乘
是
實
。
故
以
一
乘
説
爲
本
懷
。
是
『
法
花
』
意
。

二
約
機
利
鈍
。

『
般
舟
讚
』
云
、「
根
性
利
者
皆
蒙
益
、
鈍
根
无
智
難
開
悟
。」
已
上

「
玄
義
」（
玄
義
分
）
云
、「
諸
佛
大
悲
於
苦
者
、
心
偏
愍
念
常
沒
衆
生
。
是
以
勸
歸
淨
土
。

亦
如
溺
水
之
人
、
急
須
偏
救
、
岸
上
之
者
、
何
用
濟
爲
。」
已
上

『
觀
念
法
門
』
云
、「
釋
迦
出
現
、
爲
度
五
濁
凡
夫
、
卽
以
慈
悲
、
開
示
十
惡
之
因
報
果
三
途

之
苦
、
又
以
平
等
智
惠
、
悟
入
人
天
廻
生
彌
陀
佛
國
。」
已
上

大
悲
本
懷
、
唯
在
濟
度
障
重
根
鈍
常
沒
衆
生
。
而
利
根
少
、
鈍
根
者
多
。
故
知
諸
敎
出
離
是
少
、

淨
土
得
脫
其
機
是
多
。
依
此
道
理
、
所
施
利
益
、
超
過
諸
敎
。
淨
土
敎
門
豈
非
本
懷
。
故
『
大

經
』（
卷
下
）
云
、「
如
來
智
惠
海
、
深
廣
无
涯
底
。」

蓋
此
意
也
。
慈
悲
深
重
救
度
惡
機
、

已
上

故
説
爲
深
。
利
益
廣
大
普
被
群
機
、
故
説
爲
廣
。

存
覚
上
人
『
決
智
抄
』（『
聖
典
全
書
』
四
巻
６
７
４
頁
）

問
て
い
は
く
、
佛
道
を
修
行
す
る
は
、
生
死
を
は
な
れ
ん
が
た
め
な
り
。
し
か
る
に
方
便
の
權

敎
に
よ
り
て
出
離
を
も
と
め
ば
、
そ
の
利
を
う
べ
か
ら
ず
。
眞
實
の
敎
に
よ
り
て
眞
實
の
佛
果

を
ば
も
と
む
べ
し
。
そ
の
眞
實
の
敎
と
い
ふ
は
、
法
華
の
一
法
な
り
。
餘
の
一
切
の
敎
は
眞
實

に
あ
ら
ず
。
そ
の
ゆ
へ
は
、
か
の
『
法
華
經
』
（
卷
一
＊
方
便
品
）
の
文
に
、
あ
る
ひ
は
「
十

方
佛
土
中
、
唯
有
一
乘
法
。
無
二
亦
无
三
。
除
佛
方
便
說
」
と
い
ひ
、
あ
る
ひ
は
「
說
佛
智
惠

故
、
諸
佛
出
於
世
。
唯
此
一
事
實
、
餘
二
卽
非
眞
」
と
い
ひ
、
あ
る
ひ
は
「
雖
示
種
々
道
、
其

實
爲
佛
乘
」
と
い
ひ
、
あ
る
ひ
は
「
唯
以
一
大
事
因
縁
故
出
現
於
世
」
と
と
き
て
、
一
乘
妙
法

の
ほ
か
は
こ
と
ご
と
く
眞
實
の
敎
に
あ
ら
ず
、
み
な
方
便
の
說
な
り
。
た
ゞ
こ
の
一
法
の
み
諸

佛
出
世
の
本
懷
、
衆
生
成
佛
の
直
道
な
り
と
あ
ら
は
せ
り
。
あ
る
ひ
は
三
說
に
對
し
て
法
華
Ⅳ
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-
0
6
7
5

の
第
一
な
る
こ
と
を
嘆
じ
、
あ
る
ひ
は
十
喩
を
と
き
て
ま
た
こ
の
『
經
』
の
最
勝
な
る

こ
と
を
の
べ
、
あ
る
ひ
は
穿
鑿
高
原
の
た
と
へ
を
も
て
法
華
を
行
ず
る
人
の
佛
道
に
ち
か
き
こ

と
を
し
め
し
、
あ
る
ひ
は
王
頂
髻
珠
の
た
と
へ
を
か
り
て
妙
法
の
最
上
な
る
こ
と
を
あ
か
せ
り
。

し
か
の
み
な
ら
ず
、
五
逆
の
調
達
、
天
王
如
來
の
記
別
に
あ
づ
か
り
、
八
歲
の
龍
女
、
無
垢
世

界
の
成
道
を
と
な
ふ
。
こ
れ
み
な
一
代
に
な
き
と
こ
ろ
、
諸
敎
の
を
よ
ば
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。

し
か
る
に
た
ま
た
ま
一
乘
流
布
の
世
に
む
ま
れ
な
が
ら
、
こ
れ
を
受
持
讀
誦
す
る
こ
と
な
く
し

て
、
ひ
と
へ
に
方
便
の
敎
を
執
し
て
念
佛
往
生
を
ね
が
は
ん
こ
と
、
こ
れ
お
ほ
き
な
る
あ
や
ま

り
に
あ
ら
ず
や
。

こ
た
へ
て
い
は
く
、
諸
經
の
な
か
に
『
法
華
』
の
す
ぐ
れ
た
る
こ
と
は
、
文
に
あ
り
て
あ
き
ら

か
な
り
。
こ
れ
す
な
は
ち
本
迹
二
門
の
說
相
、
爾
前
に
こ
ゑ
た
る
が
ゆ
へ
な
り
。
迹
門
の
正
意

は
實
相
を
あ
ら
は
す
に
あ
り
、
本
門
の
正
意
は
如
來
の
遠
壽
を
あ
ら
は
す
に
あ
り
。
し
ば
ら
く

迹
門
に
つ
い
て
い
は
ゞ
、
實
相
と
い
ふ
は
『
經
』
（
法
華
經
）
に
「
諸
法
實
相
」
と
と
く
。
そ

の
「
實
相
」
と
い
ふ
は
天
台
に
よ
る
に
、
十
界
・
十
如
・
三
千
の
性
相
、
衆
生
の
一
念
に
居
し

て
不
可
思
議
な
る
を
い
ふ
。
こ
の
ゆ
へ
に
佛
と
衆
生
と
無
別
に
し
て
、
煩
惱
と
菩
提
と
不
二
な

り
。
こ
れ
を
「
諸
法
從
本
來
、
常
自
寂
滅
相
」
（
法
華
經
卷
＊
一
方
便
品
）
と
も
い
ひ
、
「
是

法
不
可
示
、
言
辭
相
寂
滅
」
Ⅳ-

0
6
7
6

（
法
華
經
卷
＊
一
方
便
品
）
と
も
と
け
り
。
こ
れ
す
な

は
ち
衆
生
の
佛
性
な
り
。
佛
、
こ
の
理
を
あ
ら
は
さ
ん
が
た
め
に
世
に
い
で
た
ま
へ
ば
、
出
世

の
本
懷
と
も
い
は
れ
、
最
第
一
の
說
と
も
な
づ
く
る
な
り
。
こ
れ
佛
智
な
り
、
こ
れ
一
乘
な
り
、

こ
れ
實
相
な
り
、
こ
れ
寂
滅
な
り
。
こ
の
一
理
の
ほ
か
に
は
、
法
と
し
て
さ
ら
に
そ
の
體
な
し
。

か
る
が
ゆ
へ
に
「
二
乘
の
法
も
な
く
三
乘
の
法
も
な
し
」
と
い
ひ
、
「
餘
は
み
な
眞
に
あ
ら

ず
」
と
い
ふ
な
り
。
敗
種
の
二
乘
、
成
佛
の
芽
莖
を
生
ぜ
し
も
、
こ
の
ゆ
へ
な
り
。
「
一
切
衆

生
、
佛
道
に
い
る
」
（
法
華
經
卷
一
＊
方
便
品
意
）
と
い
ふ
も
、
こ
の
ゆ
へ
な
り
。
調
達
が
作

佛
も
、
龍
女
が
成
佛
も
、
み
な
こ
の
佛
智
一
乘
の
道
に
よ
り
て
な
り
。
し
か
る
に
淨
土
宗
よ
り

こ
れ
を
み
れ
ば
、
う
る
と
こ
ろ
の
益
さ
ま
ざ
ま
な
れ
ど
も
、
か
れ
は
二
門
の
な
か
の
聖
道
門
、

自
力
修
入
の
道
な
り
。
さ
れ
ば
迹
門
に
は
、
三
周
の
聲
聞
、
諸
法
實
相
の
理
を
さ
と
り
て
八
相

成
道
の
記
に
あ
づ
か
り
、
本
門
に
は
、
微
塵
の
菩
薩
、
佛
壽
長
遠
の
說
を
き
ゝ
て
增
道
損
生
の

益
を
え
た
り
。
滅
後
下
根
の
衆
生
は
機
分
を
よ
び
が
た
き
に
よ
り
て
、
こ
ゝ
に
し
て
法
性
の
深

理
を
さ
と
り
が
た
け
れ
ば
、
佛
願
の
強
縁
に
託
し
彌
陀
の
淨
土
に
生
じ
て
、
か
し
こ
に
し
て
無

生
の
さ
と
り
を
ひ
ら
く
べ
し
と
す
ゝ
む
る
な
り
。
在
世
は
大
旨
利
根
の
機
な
る
が
ゆ
へ
に
、
證

を
え
益
に
あ
づ
か
る
こ
と
、
こ
と
は
り
な
り
。
末
世
の
凡
夫
は
鈍
根
無
智
な
る
が
ゆ
へ
に
、
法

は
殊
勝
な
れ
ど
も
淺
機
の
た
め
に
は
不
成
の
行
な
れ
ば
、
な
を
生
死
を
ま
ぬ
か
れ
が
た
し
。
Ⅳ

-
0
6
7
7

か
ゝ
る
劣
機
の
た
め
に
出
離
の
要
道
と
な
る
は
、
た
ゞ
念
佛
の
一
行
な
り
。
こ
の
ま
へ

に
は
、
か
の
一
代
の
諸
經
み
な
念
佛
の
一
門
に
歸
し
て
、
こ
れ
ま
た
念
佛
一
乘
と
い
は
る
ゝ
な

り
。『
觀
經
』
の
發
起
序
の
は
じ
め
に
、
諸
經
の
時
・
佛
・
處
・
衆
を
つ
ら
ね
て
こ
れ
を
と
き
、

善
導
和
尙
こ
の
文
を
も
て
「
化
前
序
」
（
序
分
義
）
と
釋
せ
ら
る
ゝ
は
、
こ
の
こ
ゝ
ろ
な
り
。

あ
る
ひ
は
「
頓
敎
一
乘
海
」
（
玄
義
分
）
と
い
ひ
、
あ
る
ひ
は
「
頓
敎
菩
提
藏
」
（
般
舟
讚
）

と
釋
す
る
、
ま
た
こ
の
義
な
り
。
詮
ず
る
と
こ
ろ
、
一
代
に
二
門
あ
る
う
ち
に
、
直
至
成
佛
、

卽
身
頓
悟
の
道
を
あ
ら
は
す
に
と
り
て
、
門
々
ま
た
あ
ひ
わ
か
れ
た
り
。
た
が
ひ
に
眞
假
を
あ

ら
そ
へ
ど
も
、
ま
づ
天
台
の
こ
ゝ
ろ
を
も
て
い
は
ゞ
、
『
法
華
』
を
も
て
至
極
と
す
。
四
味
の

調
熟
を
へ
て
一
圓
の
極
理
を
あ
ら
は
し
、
三
乘
の
方
便
を
開
し
て
一
佛
乘
に
會
す
る
が
ゆ
へ
な
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り
。
こ
の
と
き
は
、
一
代
み
な
『
法
華
』
に
會
す
る
い
は
れ
あ
り
。
順
次
往
生
、
凡
夫
出
離
の

道
を
し
め
す
は
、
念
佛
を
も
て
最
要
と
す
。
事
理
の
觀
行
を
す
ゝ
め
ず
、
た
ゞ
稱
名
の
易
行
を

も
ち
ゐ
る
が
ゆ
へ
な
り
。
こ
の
と
き
は
、
諸
敎
み
な
念
佛
に
歸
す
る
義
あ
り
。
『
般
舟
讚
』
に

「
說
種
々
方
便
敎
門
非
一
、
但
爲
我
等
倒
見
凡
夫
。
若
能
依
敎
修
行
者
、
則
門
々
見
佛
得
生
淨

土
」
と
い
へ
る
、
こ
の
こ
ゝ
ろ
な
り
。
し
か
れ
ば
、
『
法
華
』
（
卷
六
）
も
正
宗
當
機
の
得
益

を
は
り
て
、
流
通
「
藥
王
品
」
に
、
時
は
後
五
百
歲
の
時
を
さ
し
、
機
は
五
障
・
三
從
の
女
人

を
い
た
し
て
、
「
卽
往
安
樂
世
Ⅳ-

0
6
7
8

界
阿
彌
陀
佛
所
」
と
と
く
。
こ
れ
す
な
は
ち
『
法

華
』
の
利
益
も
、
滅
後
造
惡
の
機
の
た
め
に
は
直
至
成
佛
の
益
も
、
つ
ゐ
に
往
生
淨
土
に
歸
入

す
る
す
が
た
を
あ
ら
は
す
な
り
。

（W
E
B

版
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
）

本
門
・
迹
門

『
法
華
経
』
を
前
後
半
に
分
類
す
る
語
。
本
迹
二
門
、
本
地
垂
迹
と
も
い
わ
れ
る
。『
法

華
経
』
の
前
半
一
四
品
が
迹
門
、
後
半
一
四
品
が
本
門
。
羅
什
門
下
の
僧
肇
そ
う
じ
ょ
う
が
選
述
し
た

『
注
維
摩
詰
経
』
第
一
序
註
に
「
本
に
非
ざ
れ
ば
以
て
跡
を
垂
れ
る
こ
と
な
く
、
跡
に
非
ざ
れ
ば
以
て
本

を
顕
す
こ
と
な
し
。
本
跡
殊
な
り
と
雖
も
而
も
不
思
議
一
な
り
」（
正
蔵
三
八
・
三
二
七
中
）
と
あ
る
よ

う
な
本
迹
説
を
、
天
台
智
顗
が
『
法
華
経
』
の
解
釈
と
し
て
展
開
さ
せ
た
も
の
。『
法
華
文
句
も
ん
ぐ
』

一
上
に
は
「
又
一
時
分
ち
て
二
と
な
す
。
序
よ
り
安
楽
行
に
至
る
十
四
品
は
迹
に
約
し
て
開
権
顕
実
し
、

踊
出
よ
り
経
を
訖
お
わ
る
ま
で
の
十
四
品
は
本
に
約
し
て
開
権
顕
実
す
」（
正
蔵
三
四
・
二
上
）
と
あ
る
。

『
法
華
経
』
の
本
門
で
は
、
釈
尊
が
久
遠
実
成
く
お
ん
じ
つ
じ
ょ
う
の
本
仏
で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
、

迹
門
で
は
本
仏
が
衆
生
を
導
く
た
め
に
迹
あ
と
を
垂
れ
、
釈
尊
と
し
て
こ
の
世
に
現
れ
て
教
え
を
説
く
す

が
た
が
示
さ
れ
る
。
本
迹
二
門
は
天
台
宗
・
日
蓮
宗
に
お
い
て
議
論
さ
れ
、
ま
た
浄
土
宗
・
浄
土
真
宗
で

は
阿
弥
陀
仏
に
つ
い
て
本
門
の
弥
陀
・
迹
門
の
弥
陀
が
議
論
さ
れ
た
。
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六
、

『
観
経
』
と『
弥
陀
経
』

宗
祖

「
教
文
類」

頌
讃

十
方
称
讃
之
誠
言

（
小
経
）

時
機
純
熟
之
真
教

（
観
経
）

宗
祖

「
化
身
土
文
類
」

観
経

観
経
隠
顕
（
『
聖
典
全
書』
二
巻18

7

頁
）
（
『
註
釈
版
』38

1

頁
）

●

【15

】

問
ふ
。『
大
本
』
（
大
経
）
の
三
心
と『
観
経』
の
三
心
と
一
異
い
か
ん
ぞ
や
。

●
答
ふ
。
釈
家
（
善
導
）
の
意
に
よ
り
て
『
無
量
寿
仏
観
経
』
を
案
ず
れ
ば
、
顕
彰
隠
密

の
義
あ
り
。
顕
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
定
散
諸
善
を
顕
し
、
三
輩
・
三
心
を
開
く
。
し

か
る
に
二
善
・
三
福
は
報
土
の
真
因
に
あ
ら
ず
。
諸
機
の
三
心
は
自
利
各
別
に
し
て
、

P

-
-382

利
他
の
一
心
に
あ
ら
ず
。
如
来
の
異
の
方
便
、
欣
慕
浄
土
の
善
根
な
り
。
こ
れ
は
こ
の

経
の
意
な
り
。
す
な
は
ち
こ
れ
顕
の
義
な
り
。
彰
と
い
ふ
は
、
如
来
の
弘
願
を
彰
し
、

利
他
通
入
の
一
心
を
演
暢
す
。
達
多
（
提
婆
達
多
）・
闍
世
（
阿
闍
世
）
の
悪
逆
に
よ
り

て
、
釈
迦
微
笑
の
素
懐
を
彰
す
。
韋
提
別
選
の
正
意
に
よ
り
て
、
弥
陀
大
悲
の
本
願
を

開
闡
す
。
こ
れ
す
な
は
ち
こ
の
経
の
隠
彰
の
義
な
り
。

観
経
隠
顕
（
『
聖
典
全
書』
二
巻19

6

頁
）
（
『
註
釈
版』39

3

頁
）

●●
『
観
経
』
を
説
く
必
然
性

【34

】

宗
師
（
善
導
）
の
意
に
よ
る
に
、

機
縁
に
応
じ
て
小
乗
・
大
乗
、
権
「
心
に
よ
り
て
勝
行
を
起
せ
り
。
門
八
万
四
千
に
余
れ
り
。
漸
・

教
、
実
教
を
説
く

頓
す
な
は
ち
お
の
お
の
所
宜
に
称
へ
り
。
縁
に
随
ふ
も
の
す
な
は

ち
み
な
解
脱
を
蒙
る
」（
玄
義
分
）
と
い
へ
り
。

し
か
し
利
根
は
甚
だ
少
な
く

鈍
根
は
甚
だ
多
い

韋
提
希
の
致
請
を
縁
と
し
て
常
没
の
し
か
る
に
常
没
の
凡
愚
、

凡
愚
に
生
死
を
超
え
さ
せ
る
の
が

『
観
経
』
要
門

定

常
没
の
凡
愚
に
不
可
能

定
心
修
し
が
た
し
、
息
慮
凝
心
の
ゆ
ゑ
に
。

散

常
没
の
凡
愚
に
不
可
能

散
心
行
じ
が
た
し
、
廃
悪
修
善
の
ゆ
ゑ
に
。

立
相
住
心

有
相
の
観
も
不
可
能

こ
こ
を
も
つ
て
立
相
住
心
な
ほ
成
じ
が
た
き
が
ゆ
ゑ
に
、「
た
と

ひ
千
年
の
寿
を
尽
す
と
も
、
法
眼
い
ま
だ
か
つ
て
開
け
ず
」（
定

善
義
）
と
い
へ
り
。

無
相
離
念

い
か
に
い
は
ん
や
無
相
離
念
ま
こ
と
に
獲
が
た
し
。

立
相
住
心
も
で
き
な
い
凡
愚
に
は

ゆ
ゑ
に
、「
如
来
は
る
か
に
末
代
罪
濁
の
凡
夫
を
知
ろ
し
め
し

無
相
の
観
も
不
可
能

て
、
相
を
立
て
心
を
住
す
と
も
、
な
ほ
得
る
こ
と
あ
た
は
じ
と
。

い
か
に
い
は
ん
や
、
相
を
離
れ
て
事
を
求
め
ば
、
術
通
な
き
人
の

空
に
居
て
舎
を
立
て
ん
が
ご
と
き
な
り
」（
同
）
と
い
へ
り
。
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聖
道
↓
要
門
↓
弘
願
へ
誘
引
結
帰

「
門
余
」
と
い
ふ
は
、「
門
」
は
す
な
は
ち
八
万
四
千
の
仮
門
な

り
、「
余
」
は
す
な
は
ち
本
願
一
乗
海
な
り
。

宗
祖

「
化
身
土
文
類
」

小
経
隠
顕
（
『
聖
典
全
書
』
二
巻19

9

頁）

『
観
経
』
に
准
知
す
る
に
、
こ
の
『
経
』（
小
経
）
に
ま
た
顕
彰
隠
密
の
義
あ
る
べ
し
。

顕
と
い
ふ
は
、
経
家
は
一
切
諸
行
の
少
善
を
嫌
貶
し
て
、
善
本
・
徳
本
の
真
門
を
開
示

し
、
自
利
の
一
心
を
励
ま
し
て
難
思
の
往
生
を
勧
む
。
こ
こ
を
も
つ
て
『
経
』（
同
）
に

は
「
多
善
根
・
多
功
徳
・
多
福
徳
因
縁
」
と
説
き
、
釈
（
法
事
讃
・
下
）
に
は
「
九
品
と

も
に
回
し
て
不
退
を
得
よ
」
と
い
へ
り
。
あ
る
い
は
「
無
過
念
仏
往
西
方
三
念
五
念
仏

来
迎
」（
同
・
意
）
と
い
へ
り
。
こ
れ
は
こ
れ
こ
の
『
経
』（
小
経
）
の
顕
の
義
を
示
す
な

り
。
こ
れ
す
な
は
ち
真
門
の
な
か
の
方
便
な
り
。
彰
と
い
ふ
は
、
真
実
難
信
の
法
を
彰

す
。
こ
れ
す
な
は
ち
不
可
思
議
の
願
海
を
光
闡
し
て
、
無
碍
の
大
信
心
海
に
帰
せ
し
め

P

-
-398

ん
と
欲
す
。
ま
こ
と
に
勧
め
す
で
に
恒
沙
の
勧
め
な
れ
ば
、
信
も
ま
た
恒
沙
の
信
な

り
。
ゆ
ゑ
に
甚
難
と
い
へ
る
な
り
。
釈
（
法
事
讃
・
下
）
に
、
「
た
だ
ち
に
弥
陀
の
弘
誓

重
な
れ
る
を
も
つ
て
、
凡
夫
念
ず
れ
ば
す
な
は
ち
生
ぜ
し
む
る
こ
と
を
致
す
」
と
い
へ

り
。
こ
れ
は
こ
れ
隠
彰
の
義
を
開
く
な
り
。『
経
』（
小
経
）
に
「
執
持
」
と
の
た
ま
へ

り
。
ま
た
「
一
心
」
と
の
た
ま
へ
り
。「
執
」
の
言
は
心
堅
牢
に
し
て
移
転
せ
ざ
る
こ

と
を
彰
す
な
り
。「
持
」
の
言
は
不
散
不
失
に
名
づ
く
る
な
り
。「
一
」
の
言
は
無
二
に

名
づ
く
る
の
言
な
り
。「
心
」
の
言
は
真
実
に
名
づ
く
る
な
り
。
こ
の
『
経
』
（
小
経
）

は
大
乗
修
多
羅
の
な
か
の
無
問
自
説
経
な
り
。
し
か
れ
ば
如
来
、
世
に
興
出
し
た
ま
ふ

ゆ
ゑ
は
、
恒
沙
の
諸
仏
の
証
護
の
正
意
、
た
だ
こ
れ
に
あ
る
な
り
。
こ
こ
を
も
つ
て
四

依
弘
経
の
大
士
、
三
朝
浄
土
の
宗
師
、
真
宗
念
仏
を
開
き
て
、
濁
世
の
邪
偽
を
導
く
。

三
経
の
大
綱
、
顕
彰
隠
密
の
義
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
信
心
を
彰
し
て
能
入
と
す
。
ゆ
ゑ

に
経
の
は
じ
め
に
「
如
是
」
と
称
す
。「
如
是
」
の
義
は
す
な
は
ち
よ
く
信
ず
る
相
な

り
。
い
ま
三
経
を
案
ず
る
に
、
み
な
も
つ
て
金
剛
の
真
心
を
最
要
と
せ
り
。
真
心
は
す

な
は
ち
こ
れ
大
信
心
な
り
。
大
信
心
は
希
有
・
最
勝
・
真
妙
・
清
浄
な
り
。
な
に
を

も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
、
大
信
心
海
は
は
な
は
だ
も
つ
て
入
り
が
た
し
、
仏
力
よ
り
発
起
す

P

-
-399

る
が
ゆ
ゑ
に
。
真
実
の
楽
邦
は
な
は
だ
も
つ
て
往
き
易
し
、
願
力
に
よ
り
て
す
な
は
ち

生
ず
る
が
ゆ
ゑ
な
り
。

『
一
念
多
念
証
文
』（『
聖
典
全
書
』
二
巻672

頁
）

「
直
為
弥
陀
弘
誓
重
」
と
い
ふ
は
、「
直
」
は
た
だ
し
き
な
り
、
如
来
の
直
説
と
い
ふ
な
り
。

諸
仏
の
世
に
出
で
た
ま
ふ
本
意
と
申
す
を
直
説
と
い
ふ
な
り
。

良
忠
（
鎮
西
第
３
祖
）
『
観
経
玄
義
分
伝
通
記
』
第
五

（J0
2_
01
78B

1
9

）

〔
常
沒
重
苦
を
攝
す
本
意
〕

今
此
の
觀
經
を
説
て
大
悲
の
本
意
を
遂
る
こ
と
專
ら
凡
夫
を
化
す
る
に
在
り
。
豈
聖
人
の
敎
と

言
ん
乎
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問

聖
道
門
何
ぞ
苦
者
の
為
に
せ
ん
や
。

答

聖
道
亦
常
沒
の
衆
生
を
化
す
。
倶
に
苦
者
な
り
と
雖
も
而
聖
道
の
機
は
根
利
に
し
て
障
輕

し
。
淨
土
門
の
機
は
根
鈍
に
し
て
障
重
し
。
故
に
聖
道
之
機
を
ば
大
人
志
幹
と
云
ひ
、
根
性
利

者
稱
け
、
道
悟
三
乘
と
名
く
。
淨
土
之
機
を
ば
怯
弱
下
劣
と
云
ひ
、
鈍
根
無
智
と
稱
け
、
福
薄

因
疎
と
名
く
。
諸
文
に
顯
著
な
り
。
混
同
す
べ
か
ら
ず
。
大
悲
の
究
極
は
殊
に
淨
土
に
在
り
。

敎
門
多
し
と
雖
も
、
此
を
本
意
と
爲
。

問

若
爾
ば
今
經
を
以
て
如
來
出
世
本
懷
と
す
べ
き
や
。

答

大
悲
本
意
に
約
せ
ば
、
亦
た
本
懷
と
言
ん
に
何
の
相
違
が
有
ん
。
故
に
今
の
文
に
「
諸
佛

大
悲
於
苦
者
」
等
と
云
へ
り
。

『
阿
彌
陀
經
』
云
「
釋
迦
牟
尼
佛
能
く
娑
婆
國
土
五
濁
惡
世
に
於
て
諸
衆
生
の
爲
に
此
の
難
信

之
法
を
説
く
」
と
。
元
曉
『
彌
陀
經
』
を
釋
し
て
云
く
「
兩
尊
出
世
之
大
意
四
輩
入
道
之
要
門

な
り
。
耳
に
經
名
を
聞
け
ば
則
ち
一
乘
に
入
り
て
退
す
る
こ
と
無
く
、
口
に
佛
號
を
誦
す
れ
ば

則
ち
三
界
を
出
て
還
ら
ず
」
と
。『
略
記
』
に
云
く
「
然
に
信
受
を
勸
む
る
こ
と
は
願
生
を
成

ぜ
ん
が
爲
な
り
。
是
佛
の
本
懷
な
り
。
輕
爾
す
べ
か
ら
ず
。」
已
上

問

淨
土
の
本
懷
は
只
是
義
道
な
り
。
未
だ
明
證
有
ら
ず
。
彼
の
法
華
を
本
懷
と
爲
す
が
如
き

者
は
、
文
に
在
り
て
分
明
な
り
。
經
に
云
く
「
唯
だ
一
大
事
因
縁
を
以
て
の
故
に
於
世
に
出
現

す
」
已
上
。
其
の
大
事
者
一
切
皆
成
な
り
。
鹿
苑
の
誘
引
、
方
等
の
褒
貶
、
般
若
の
洮
汰
、
衆

道
を
示
す
と
雖
も
、
皆
佛
乘
の
爲
な
り
。
一
代
最
頂
は
限
て
法
華
に
在
る
故
、
本
懷
と
す
る
に

足
る
。
然
に
淨
土
經
は
薄
福
の
一
機
を
化
せ
ん
が
爲
に
、
此
の
一
敎
を
説
く
。
何
ぞ
本
懷
と
爲

ん
。

答

今
の
釋
の
意
趣
其
理
灼
然
た
り
。
證
を
於
經
の
十
句
の
出
文
に
得
た
り
。
何
ぞ
證
無
し
と

云
ん
。
理
を
於
釋
の
七
衆
の
溺
水
に
驗
る
。
那
ぞ
義
推
と
挫
か
ん
。
加
之
。
釋
尊
悅
豫
微
笑
豈

く
じ

本
意
を
遂
る
之
相
に
非
ん
哉
。
諸
佛
の
護
念
舒
舌
誰
か
小
事
を
演
る
之
儀
と
言
ん
乎
。
凡
そ
諸

佛
の
出
世
は
專
ら
利
生
の
爲
な
り
。
利
生
の
本
意
何
ぞ
重
苦
を
傍
と
せ
ん
。
故
知
す
。
出
世
の

本
意
亦
淨
土
敎
門
に
在
こ
と
を
。
彼
の
法
華
の
如
き
本
意
と
言
ふ
と
雖
も
、
得
悟
の
當
機
な
り
。

今
に
凖
る
に
只
是
岸
上
之
者
な
り
。
漸
從
り
頓
に
入
る
故
に
調
停
區
な
り
。
今
は
直
に
頓
に
入

る
故
に
、
經
歴
無
し
。
况
や
彼
の
本
懷
は
敗
種
難
轉
小
機
を
化
す
る
に
由
る
。
今
は
彼
に
漏
れ

た
る
常
沒
重
苦
を
攝
す
本
意
彌
い
よ
足
れ
り
。
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（
参
考
）『
法
華
経
』

第
一

方
便
品
（T

0262_.

『
大
乗
仏
典
』
４
法
華
経
Ⅰ

49

頁
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
和
訳

松
濤
誠

09.0007a05:
）

廉
・
長
尾
雅
人
・
丹
治
昭
義
訳
）

爾
時
世
尊
告
舍
利
弗
。

そ
こ
で
世
尊
は
尊
者
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
が
三
た
び
に
わ
た
っ
て
説
法
を

懇
請
す
る
（
勧
請
）
の
を
知
っ
て
、
尊
者
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
に
こ
う
言
わ

れ
た
。

汝
已
慇
懃
三
請
。
豈
得
不
「
い
ま
や
、
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、
お
前
は
三
た
び
ま
で
も
如
来
に
懇
請

説
。
汝
今
諦
聽
。
善
思
念
し
た
。
こ
の
よ
う
に
懇
請
し
て
お
る
お
前
に
、
ど
う
し
て
私
が
説
か
な
い

之
。
吾
當
爲
汝
分
別
解
説
。
で
あ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
、
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、
正
し
く
聞
き
な
さ
い
。

よ
く
心
の
う
ち
に
思
い
な
さ
い
。
私
は
お
前
に
徳
で
あ
ろ
う
」

説
此
語
時
。
會
中
有
比
丘
比

世
尊
が
こ
の
こ
と
ば
を
告
げ
ら
れ
る
や
い
な
や
、
そ
の
と
き
、
そ
の
集

丘
尼
優
婆
塞
優
婆
夷
五
千
人
会
の
な
か
に
い
た
、
思
い
あ
が
っ
て
い
る
（
増
上
慢
）
五
千
人
の
比
丘
・

等
。
即
從
座
起
禮
佛
而
退
。
比
丘
尼
、
信
男
・
信
女
が
席
を
立
っ
て
、
世
尊
の
両
足
を
（
自
分
の
）
頭

所
以
者
何
。
此
輩
罪
根
深
重
に
い
た
だ
い
て
敬
礼
し
て
、
そ
の
集
会
か
ら
去
っ
て
い
っ
た
。
な
ん
と
な

及
増
上
慢
。
未
得
謂
得
。
未
れ
ば
、
思
い
あ
が
っ
た
も
の
は
（
そ
の
）
昔
の
善
く
な
い
行
為
（
不
善

證
謂
證
。
有
如
此
失
。
是
以
根
）
の
た
め
に
、
ま
だ
得
て
い
な
い
も
の
を
得
た
と
思
い
、
ま
だ
理
解
し

不
住
。
世
尊1

默
然
而
不
制
て
い
な
い
も
の
を
理
解
し
た
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
自
分

止
爾
時
佛
告
舍
利
弗
。
我
今
に
欠
陥
の
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
で
、
そ
の
集
会
か
ら
出
て
い
っ
た
。
世

此
衆
無
復
枝
葉
。
純
有2

貞
尊
は
ま
た
、
無
言
で
そ
れ
を
許
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

實
。
舍
利
弗
。
如
是
増
上
慢

そ
こ
で
、
世
尊
は
尊
者
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
に
告
げ
ら
れ
た
。
シ
ャ
ー
リ

人
。
退
亦
佳
矣
。

プ
ト
ラ
よ
、
私
の
集
会
は
（
不
要
の
）
籾
殻
が
除
か
れ
、
無
価
値
な
も
の

も
み
が
ら

汝3

今
善
聽
。
當
爲
汝
説
。
が
い
な
く
な
っ
て
、
信
仰
の
核
心
の
上
に
立
つ
も
の
と
な
っ
た
。
シ
ャ
ー

舍
利
弗
言
。
唯
然
世
尊
。
願
リ
プ
ト
ラ
よ
、
彼
ら
高
慢
な
も
の
た
ち
が
こ
こ
か
ら
去
っ
た
こ
と
は
、
よ

樂
欲
聞
。

い
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
実
に
、
こ
の
意
味
を
私
は
説
こ
う
」

「
ど
う
ぞ
、
お
説
き
く
だ
さ
い
、
世
尊
よ
」
と
、
尊
者
シ
ャ
ー
リ
プ
ト

ラ
は
世
尊
に
お
答
え
し
た
。

佛
告
舍
利
弗
。

世
尊
は
こ
う
言
わ
れ
た
。
—
—

如
是
妙
法
。
諸
佛
如
來
時
乃

い
つ
か
、
あ
る
と
き
に
、
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、
如
来
は
こ
の
よ
う
な

説
之
。
如4

優
曇
鉢
華
華
時
形
の
説
法
を
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
、
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ

一
現
耳
。
舍
利
弗
。
汝
等
當
よ
、（
き
わ
め
て
ま
れ
に
し
か
咲
か
な
い
）
ウ
ド
ゥ
ン
バ
ラ
の
花
が
い
つ

信
佛
之
所
説
言
不
虚
妄
。

か
、
あ
る
と
き
あ
ら
わ
れ
る
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
よ
う
に
、
シ
ャ
ー
リ
プ

ト
ラ
よ
、
如
来
も
ま
た
い
つ
か
、
あ
る
と
き
、
こ
の
よ
う
な
説
法
を
す
る

の
で
あ
る
。
私
を
信
す
る
が
よ
い
。
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、
私
は
真
実
を

語
る
も
の
で
あ
り
、
私
は
あ
り
の
ま
ま
に
語
る
も
の
で
あ
り
、
私
は
事
実

舍
利
弗
。
諸
佛
隨
宜
説
法
意
に
反
す
る
こ
と
な
く
語
る
も
の
で
あ
る
。
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、
如
来
の

趣
難
解
。
所
以
者
何
。
我
以
深
い
意
味
を
秘
め
た
こ
と
ば
は
知
り
が
た
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
な
ぜ

無
數
方
便
種
種
因
縁
譬
喩5

か
と
い
う
と
、
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、
私
は
種
々
に
解
釈
し
、
説
明
し
、

言
辭
演
説
諸
法
。
是
法
非
思
こ
と
ば
と
し
て
語
り
、
喩
え
を
を
用
い
て
、
ま
た
い
ろ
い
ろ
な
幾
百
・
千
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量
分
別
之
所
能
解
。
唯
有
諸
も
の
巧
み
な
方
便
を
も
っ
て
法
を
明
ら
か
に
し
た
か
ら
で
あ
る
。
シ
ャ
ー

佛
乃
能
知
之
。

リ
プ
ト
ラ
よ
、
正
し
い
法
は
思
慮
分
別
を
超
え
た
も
の
で
、
思
慮
分
別
の

及
ば
な
い
範
囲
に
あ
り
、
如
来
に
よ
っ
て
（
の
み
）
理
解
さ
れ
る
も
の
で

所
以
者
何
。
諸
佛
世
尊
。
唯

あ
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、
た
だ
一
つ
の

以
一
大
事
因
縁
故
出
現
於

仕
事
の
た
め
に
、
一
つ
の
な
す
べ
き
事
柄
の
た
め
に
、
正
し
い
さ
と
り
を

世
。
舍
利
弗
。
云
何
名
諸
佛

得
た
尊
敬
さ
る
べ
き
如
来
は
世
間
に
あ
ら
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ

世
尊
唯
以
一
大
事
因
縁
故
出
ち
、
大
き
な
仕
事
の
た
め
に
、
大
き
な
な
す
べ
き
事
柄
の
た
め
に
。
シ
ャ

現
於
世
。
諸
佛
世
尊
。
欲
令
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、
如
来
に
は
一
つ
の
仕
事
、
一
つ
の
な
す
べ
き
こ
と
、
す

衆
生
開
佛
知
見
使
得
清
淨
故
な
わ
ち
大
き
な
仕
事
、
大
き
な
な
す
べ
き
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
の
仕
事
の

出
現
於
世
。
欲
示
衆
生
佛6

た
め
に
正
し
い
さ
と
り
を
得
た
尊
敬
さ
る
べ
き
如
来
が
あ
ら
わ
れ
る
と
い

之
知
見
故
出
現
於
世
。
欲
令
う
そ
の
仕
事
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
る
か
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、

衆
生
悟
佛
知
見
故
出
現
於
如
来
の
知
見
を
衆
生
た
ち
に
得
さ
せ
る
と
い
う
目
的
で
、
そ
の
た
め
に
正

世
。
欲
令
衆
生
入
佛
知
見
道
し
い
さ
と
り
を
得
た
尊
敬
さ
る
べ
き
如
来
は
世
問
に
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ

故
出
現
於
世
。
舍
利
弗
。
是
る
。
如
来
の
知
見
を
衆
生
た
ち
に
見
せ
る
と
い
う
目
的
で
、
正
し
い
さ
と

爲
諸
佛
以
一
大
事
因
縁
故
出
り
を
得
た
尊
敬
さ
る
べ
き
如
来
は
世
間
に
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
如
来

現
於
世

の
知
見
に
衆
生
た
ち
を
は
い
ら
せ
る
と
い
う
目
的
で
、
正
し
い
さ
と
り
を

佛
告
舍
利
弗
。
諸
佛
如
來
。
得
た
尊
敬
さ
る
べ
き
如
来
は
世
間
に
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
如
来
の
知

但
教
化
菩
薩
。
諸
有
所
作
常
見
を
衆
生
た
ち
に
さ
と
ら
せ
る
と
い
う
目
的
で
、
正
し
い
さ
と
り
を
得
た

爲
一
事
。
唯
以
佛
之
知
見
示
尊
敬
さ
る
べ
き
如
来
は
世
間
に
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
如
来
の
知
見
の

悟
衆
生
。

道
に
衆
生
た
ち
を
は
い
ら
せ
る
と
い
り
目
的
で
、
正
し
い
さ
と
り
を
得
た

舍
利
弗
。
如
來
但
以
一
佛
乘
尊
敬
さ
る
べ
き
如
来
は
世
間
に
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
す
な
わ

故
爲
衆
生
説
法
。
無
有
餘
乘
ち
、
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、
如
来
の
一
つ
の
仕
事
、
一
つ
の
な
す
べ
き
事

若
二
若
三
。

柄
、
大
き
な
仕
事
、
大
き
な
な
す
べ
き
事
柄
で
あ
り
、
（
如
来
が
）
世
間

に
あ
ら
わ
れ
る
た
め
の
唯
一
の
目
的
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

実
に
、
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、
如
来
の
唯
一
の
仕
事
、
唯
一
の
な
す
べ
き

事
柄
、
大
き
な
仕
事
、
大
き
な
な
す
べ
き
事
柄
と
い
う
も
の
、
そ
れ
を
如

来
は
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
シ
ャ
ー
リ
プ

ト
ラ
よ
、
私
こ
そ
は
如
来
の
知
見
を
得
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
私
こ
そ
は

如
来
の
知
見
を
見
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
私
こ
そ
は
如
来
の
知
見
に
は
い

ら
せ
る
も
の
で
あ
り
、
私
こ
そ
は
如
来
の
知
見
を
さ
と
ら
せ
る
も
の
で
あ

り
、
私
こ
そ
は
如
来
の
知
見
の
道
に
は
い
ら
せ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

私
は
、
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、
た
だ
一
つ
の
乗
り
物
（
一
乗
）
に
つ
い

て
、
衆
生
た
ち
に
対
し
て
法
を
説
く
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
仏
陀
の
乗

り
物
（
仏
乗
）
を
説
く
の
で
あ
っ
て
、
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、（
そ
の
ほ

か
に
）
何
か
第
二
の
乗
り
物
、
あ
る
い
は
第
三
の
乗
り
物
が
存
在
す
る
の

で
は
な
い
。
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
よ
、
あ
ら
ゆ
る
十
方
の
世
界
に
お
い
て
、

こ
の
こ
と
が
法
の
本
来
の
す
が
た
（
法
性
）
な
の
で
あ
る
。

天
台
大
師
智
顗
『
法
華
玄
義
』
巻
一
上

（T
1716_.33.0682b06)
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今
經
正
直
捨
不
融
但
説
於
今
經
は
正
直
に
不
融
を
捨
て
、
但
だ
融
を
説
く
。
一
座
席
を
し
て
同
一
道

融
。
令
一
座
席
同
一
道
味
。
味
な
ら
令
む
。
乃
ち
如
來
出
世
の
本
懷
を
暢
ぶ
故
な
り
。

乃
暢
如
來
出
世
本
懷
故
。

『
同
』
巻
二
下

（T
1716_.33.0704b23)

法
華
總
括
衆
經
。
而
事
極
於
法
華
は
衆
の
經
を
總
括
し
て
事
此
に
極
む
。
佛
出
世
之
本
意
な
り
。
諸
教

此
。
佛
出
世
之
本
意
諸
教
法
法
之
指
歸
な
り
。

之
指
歸
。

〔
天
台
の
教
判(

真
実
教
と
は)

〕

（『
釈
尊
の
教
え
と
そ
の
展
開
䦍
中
国
・
日
本
篇
䦍
』
勧
学
寮
編153

頁
）

蔵
教

声
聞
縁
覚
を
教
化
す
る
こ
と
が
中
心
。
正
化
二
乗
・
傍
化
菩
薩
。

通
教

大
乗
初
門
。
菩
薩
を
教
化
す
る
こ
と
が
中
心
。
正
化
菩
薩
・
傍
化
二
乗
。

別
教

菩
薩
の
み
に
説
か
れ
る
純
大
乗
。
虚
妄
䦘
空
䦘
仮
䦘
中
と
一
歩
一
歩
仏
道
を
歩
む
。

円
教

円
頓
。
空
仮
中
の
三
諦
が
円
融
相
即
で
あ
る
と
一
念
の
頓
速
に
円
具
す
る
。

本
来
仏
に
成
る
べ
き
身
で
あ
る
と
知
り
、
方
便
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
迷
情
晴
れ
て
、

修
行
は
そ
の
ま
ま
続
け
ら
れ
る
。

開
会第

四
般
若
時法

開
会

般
若
皆
空
。
般
若
の
智
慧
に
よ
っ
て
大
乗
小
乗
の
偏
執
が
破
ら
れ
る
。

「
唯
有
一
乗
法
無
二
亦
無
三
」
一
切
法
は
大
乗
で
あ
る

第
五
法
華
涅
槃
時

機
根
が
熟
し
た
声
聞
縁
覚
に
方
便
を
ま
じ
え
ず
真
実（
法
華
経）
を
そ
の
ま
ま
説
い
た
。

人
開
会

三
乗
を
開
会
し
て
一
乗
を
顕
す
。
今
ま
で
説
い
て
き
た
の
は
方
便
で
あ
っ
て
こ
れ
か
ら
説
く
の
が

真
実
で
あ
る
と
宣
言
さ
れ
た
。

会
三
帰
一

三
乗
を
開
会
し
て
一
乗
に
帰
す
る
。
三
乗
そ
れ
ぞ
れ
に
説
い
た
法
は
す
べ
て
仏
乗
で
あ
る
。
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（
参
考
）『
華
厳
経
』

『
大
方
廣
佛
華
嚴
經
』
卷
第
三
十
三

宝
王
如
来
性
起
品

（T
0278_.09.0612b26

）

爾
時
普
賢
菩
薩
摩
訶
薩
。
告
如
來
性
起
妙
徳
菩
薩
等
諸
大
衆
言
。
佛
子
。
如
來
應
供
等
正
覺
性
起
正
法
不

可
思
議
。
所
以
者
何
。
非
少
因
縁
。
成
等
正
覺
出
興
于
世
。
佛
子
。
以
十
種
無
量
無
數
百
千
阿
僧
祇
因
縁
。

成
等
正
覺
出
興
于
世
。
何
等
爲
十
。
一
者
發
無
量
菩
提3(sic)

之
心
不
捨
一
切
衆
生
。
二
者
過
去
無
數
劫

修
諸
善
根
正
直
深
心
。
三
者
無
量
慈
悲
救
護
衆
生
。
四
者
行
無
量
行
不
退
大
願
。
五
者
積
無
量
功
徳
心
無

厭
足
。
六
者
恭
敬
供
養
無
量
諸
佛
教
化
衆
生
。
七
者
出
生
無
量
方
便
智
慧
。
八
者
成
就
無
量
諸
功
徳
藏
。

九
者
具
足
無
量
莊
嚴
智
慧
。
十
者
分
別
演
説
無
量
諸
法
實
義
。
佛
子
。
如
是
等
十
種
無
量
無
數
百
千
阿
僧

祇
法
門
。
成
等
正
覺
出9

興
于
世
。

（
読
み
下
し

山
上
）

『
如
来
性
起
品
』（『
大
乗
仏
典
』12

如
来
蔵
系
経
典

140

頁
（
チ
ベ
ッ
ト
訳
か
ら
の
和
訳

高
崎
直
道
訳
））

如
来
出
現
の
十
因

爾
の
時
普
賢
菩
薩
摩
訶
薩
は
如
來
性
起

（
七
）
以
上
の
よ
う
に
請
わ
れ
て
、
偉
大
な
る
普
賢
菩
薩

妙
徳
を
菩
薩
等
諸
大
衆
に
告
げ
て
言
は
、
偉
大
な
る
如
来
性
起
妙
徳
菩
薩
に
目
礼
し
て
か
ら
、
す
べ

く
。

て
の
菩
薩
衆
に
告
げ
て
言
っ
た
。

佛
子
。
如
來
應
供
等
正
覺
の
性
起
は
正

ジ
ナ
の
子
た
ち
よ
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
、
正
し
く
完
全
な
さ

法
に
し
て
不
可
思
議
な
り
。

と
り
を
ひ
ら
い
た
世
の
尊
敬
を
う
け
る
に
値
す
る
如
来
の
生
起

・
出
現
の
説
示
、
無
量
の
法
を
も
っ
て
す
る
生
起
・
出
現
は
、

所
以
者
何
。
少
き
因
縁
を
も
っ
て
等
正
不
可
思
議
な
こ
と
で
あ
る
。
ジ
ナ
の
子
た
ち
よ
、
正
し
く
完
全

覺
を
成
じ
世
に
出
興
し
た
ま
ふ
に
非
な
さ
と
り
を
ひ
ら
い
た
世
の
尊
敬
を
う
け
る
に
値
す
る
如
来
た

ず
。

ち
の
生
起
・
出
現
は
、
一
つ
の
原
因
、
一
つ
の
条
件
で
成
立
し

佛
子
。
十
種
の
無
量
無
數
百
千
阿
僧
祇
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
何
ゆ
え
で
あ
る
か
。
ジ
ナ
の
子
た

の
因
縁
を
以
て
。
等
正
覺
を
成
じ
世
に
ち
よ
、
次
の
よ
う
な
十
項
に
ま
と
め
ら
れ
る
、
無
量
、
無
数
、

出
興
し
た
ま
ふ
。
何
等
を
か
十
と
す
。

幾
百
千
種
の
さ
ま
ざ
ま
の
徳
性
を
身
に
つ
け
る
方
法
を
完
成
し

た
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
、
如
来
た
ち
は
（
こ
の
世
に
）
生
起

・
出
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
十
種
と
は
何
々
で
あ
る
か
。
す
な

わ
ち
、

一
者

發

無
量
菩
提
之
心

不
捨
一
（
１
）
前
世
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
輪
廻
の
道
に
あ
る
も
の
を

切
衆
生
。

守
ろ
う
と
の
心
と
、
無
量
の
さ
と
り
を
求
め
る
心
と
を
起
こ
す

こ
と
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
。

二
者

過
去
無
數
劫

修
諸
善
根
正
直
（
２
）
前
世
に
起
こ
し
た
願
い
や
、
深
い
宗
教
的
志
を
よ
く
浄

深
心
。

め
、
成
就
す
る
こ
と
。

三
者

無
量
慈
悲

救
護
衆
生
。

（
３
）
無
量
の
慈
し
み
。
あ
わ
れ
み
を
も
っ
て
、
衆
生
を
救
い

守
る
こ
と
を
成
就
す
る
こ
と
。

四
者

行

無
量
行

大
願
を
退
せ
（
４
）
無
量
の
修
行
と
誓
願
を
断
絶
な
く
相
続
し
て
完
成
す
る

ず
。

こ
と
。
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五
者

積

無
量
功
徳

心
に
厭
足
無
（
５
）
福
徳
と
知
恵
と
い
う
（
さ
と
り
を
得
る
た
め
の
）
資
糧

か
て

し
。

（
の
集
積
）
を
倦
む
こ
と
な
く
成
就
す
る
こ
と
。

六
者

恭
敬

供
養
無
量
諸
佛

教
化
（
６
）
仏
を
供
養
し
崇
敬
す
る
は
た
ら
き
と
、
衆
生
を
成
熟
さ

衆
生
。

せ
る
べ
き
不
断
の
流
れ
と
を
成
就
す
る
こ
と
。

七
者

出
生

無
量
方
便
智
慧
。

（
７
）（
世
を
救
う
）
方
便
と
、（
真
理
を
求
め
る
）
般
若
の

（
知
恵
の
）
実
践
道
を
清
浄
に
し
、（
慈
し
み
、
あ
わ
れ
み
、

喜
び
、
一
視
同
仁
と
い
う
四
種
の
）
無
量
（
心
）
を
成
就
す
る

こ
と
。

八
者

成
就

無
量
諸
功
徳
藏
。

（
８
）
無
量
の
種
類
の
清
浄
な
徳
性
を
成
就
す
る
こ
と
。

九
者

具
足

無
量
莊
嚴
智
慧
。

（
９
）（
さ
と
り
へ
の
）
道
の
諸
要
件
を
（
身
に
）
飾
り
た
て

る
無
量
の
知
を
成
就
す
る
こ
と
。

十
者

分
別
演
説

無
量
諸
法
實
義
。

（10
）
有
意
義
な
無
量
の
法
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

究
め
尽
く
す
べ
き
こ
と
を
完
成
す
る
こ
と
。

佛
子
。
如
是
等
十
種
無
量
無
數
百
千
阿
以
上
で
あ
っ
て
、
ジ
ナ
の
子
た
ち
よ
、
こ
れ
ら
十
項
に
ま
と
め

僧
祇
法
門
。
成
等
正
覺
出
興
于
世
。

ら
れ
る
、
無
量
・
無
数
、
幾
百
千
種
の
徳
性
を
身
に
つ
け
る
方

法
を
完
成
し
た
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
、
如
来
た
ち
は
（
こ
の

世
に
）
生
起
・
出
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

〔
華
厳
の
教
判(

真
実
教
と
は)

〕

①
小
乗
教

声
聞
と
縁
覚
の
た
め
に
説
か
れ
た
法
。

二
乗

②
大
乗
始
教

二
乗
は
成
仏
し
な
い
。
五
性
格
別
。

三
乗

③
終
教

い
か
な
る
衆
生
に
も
如
来
の
本
性
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。

一
乗

同
教
一
乗

三
乗
教
に
同
調
し
た
一
乗

④
頓
教

②
③
は
漸
教
。
時
間
空
間
を
超
絶
す
る
。
言
説
を
用
い
な

い
。

⑤
円
教

事
事
無
碍
法
界
。

別
教
一
乗

事
と
理
が
相
即
無
碍
。

三
乗
教
を
は
る
か
に
別
す
る
。

さ
ら
に
事
と
事
が
相
即
相
入
円
融
無
碍

三
乗
教
は
一
乗
教
よ
り
流
出
。

三
乗
教
は
一
乗
教
に
帰
入
。

別
体
無
し
。
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以
上
。
何
か
お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

〒
五
九
九
—
八
一
二
五

大
阪
府
堺
市
東
区
西
野
５
２
１

旭
照
寺

山
上
正
尊

senjakuhongan@
gm
ail.com
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